
MIGARO.
TECHNICAL
REPORT
ミガロ.テクニカルレポート

http://www.migaro.co.jp/

本社
〒556-0017
大阪市浪速区湊町2-1-57 
難波サンケイビル 13F
TEL：06（6631）8601 
FAX：06（6631）8603
東京事業所　
〒106-0041
東京都港区麻布台1-4-3 
エグゼクティブタワー麻布台 11F　　 
TEL：03（5573）8601 
FAX：03（5573）8602

.

MIGARO.
TECHNICAL
REPORT
ミガロ.テクニカルレポート

No.10
2017年秋

［創刊10周年記念号］

株式会社ミガロ.

K2C DIC619 背幅 6.4mm



お客様からの祝辞
お客様の声

お客様座談会

司会

パートナー様からの
祝辞

Migaro.Technical Report  ミガロ.テクニカルレポート C O N T E N T S

Serge Charbit 様●SystemObjects Corporation	 05

飯田 恭子 様●アイマガジン株式会社	 05

石井 裕昭 様●豊鋼材工業株式会社	 06

石井 裕昭 様●豊鋼材工業株式会社	 11

大崎 貴昭 様●森定興商株式会社	 06

牛嶋 信之 様●株式会社佐賀鉄工所	 06 

藤井 等 様●エンバカデロ・テクノロジーズ日本法人	 04

久保田 佳裕 様●極東産機株式会社	 07

川島 寛 様●株式会社タツミヤ	 07 

小山 祐二 様●澁谷工業株式会社	 08 

駒田 純也 様●ユサコ株式会社	 07

佐々木 仁志 様●株式会社ジャストオートリーシング	 09 

寒河江 幸喜 様●日綜産業株式会社	 08

白井 昌哉 様●太陽エコブロックス株式会社	 09

佐藤 岳 様●ライオン流通サービス株式会社	 09

福島 利昭 様●株式会社ランドコンピュータ	 10

仲井 学 様●西川リビング株式会社	 10

寒河江 幸喜 様●日綜産業株式会社

仲井 学 様●西川リビング株式会社

上甲 將隆●株式会社ミガロ.

飯田 恭子 様●アイマガジン株式会社

駒田 純也 様●ユサコ株式会社

武藤 和博 様●日本アイ・ビー・エム株式会社	 04

Migaro.Technical Report 創刊 10 周年記念　パートナー様からの祝辞　お客様からの祝辞・お客様の声

目 次

ごあいさつ
	 02

migaro_H2_五.indd   2 17/10/31   15:38



1

SmartPad4i
［中級者向け］

Information

Delphi/400
［中級者向け］

Delphi/400
［中級者向け］

Delphi/400
［中級者向け］

Delphi/400
［上級者向け］

Delphi/400
［初級者向け］

【部門 2】� 優秀賞
Delphi/400

優秀賞
Delphi/400

優秀賞
Delphi/400

優秀賞
Delphi/400

ゴールド賞
Delphi/400

【部門 1】最優秀賞
Delphi/400

Migaro.Technical Report��ミガロ.テクニカルレポート C O N T E N T S

Migaro.Technical�Report�2017�SE論文／ミガロ.テクニカルレポート

Delphi/400を利用した各拠点PINGコマンド簡素化	 32松垣�秀昭�様●ライオン流通サービス株式会社

汎用的な帳票出力画面	 36牛嶋�信之�様●株式会社佐賀鉄工所

バーコードリーダー読み取り後、次の入力位置にカーソルを自動遷移させる技術	 38上総�龍央�様●キョーラクシステムクリエート株式会社

IBM	i	のスプールファイル参照機能をWebで構築	 42福島�利昭�様●株式会社ランドコンピュータ

Windowsタブレット導入による工作部材料受入業務改革	 22小山�祐二�様●澁谷工業株式会社

デスクトップアプリケーション開発でも役立つFireMonkey活用入門	 48尾崎�浩司● RAD事業部�営業・営業推進課

Delphi/400バージョンアップに伴う文字コードの違いと制御	 62宮坂�優大●システム事業部�システム1課

FastReport への効率的な帳票レイアウトコンバート	 70畑中�侑●システム事業部�システム2課

IBM	i	トリガー機能を活かしたセキュリティログ対応	 80八木沼�幸一●システム事業部�プロジェクト推進室

アプリケーションテザリングを利用したPC＆モバイルアプリケーション連携	 92吉原�泰介● RAD事業部�技術支援課

SmartPad4i の運用で役立つWEBサーバー機能	 102國元�祐二● RAD事業部�技術支援課

既刊号バックナンバー	 110

貸金庫と鍵のマッチング業務をDelphi/400で実現―文字認識データと基幹システムデータを統合	 16佐藤�正�様●株式会社富士精工本社

Migaro.Technical�Award�2017�お客様受賞論文／ミガロ.テクニカルアワード

目 次



2

ごあいさつ

　いつもミガロ. 製品をご愛用いただき誠にありがとうございます。
　
　「ミガロ. 製品をご利用中の技術者の皆様に、日々の開発に少しでもお役に立つような技術情報をご提供
したい」との思いから 2008 年に創刊した『Migaro.Technical Report』は、このたび、節目となる第 10 号
を発刊するはこびとなりました。これもひとえに、ご多忙中にもかかわらず『Migaro.Technical Award（お
客様論文）』にご寄稿いただいた多くのお客様、ならびに『Migaro.Technical Report』に対して貴重なご
意見・ご要望をお寄せ下さった皆様のご支援の賜物と、心より感謝をしております。
　
　今回の創刊 10 周年記念号には、過去の Migaro.Technical Award ご受賞者および弊社が日頃お世話になっ
ている各社様より頂戴したお祝いメッセージを掲載しました。また、過去の受賞者の方々にご協力を賜り、
Migaro.Technical Report についての座談会を開催し、その模様を掲載しております。ぜひこちらの記事も
ご覧ください。

　この 10 年は本当にあっという間に過ぎたように感じていますが、現在の企業 IT での主要テーマとなっ
ているモバイル、クラウド、AI、IoT などの本格的な普及は全てこの 10 年以内であることを思うと、やは
り 10 年間の時代の変化の大きさを感じます。弊社でも、今年は Delphi/400 の新バージョン「10.2 Tokyo」
のリリースや新製品「Valence」の販売開始など、変革への挑戦を続けております。

　さて、今回の『Migaro.Technical Report』も従来と同様に、第 1 部は「Migaro.Technical Award 2017 
お客様受賞論文」、第 2 部は「ミガロ. SE 論文」の 2 部構成としています。

　第 1 部の「Migaro.Technical Award」とは、日々アプリケーションの開発・保守に携わるエンジニアの方々
の努力と創意工夫の成果を顕彰することを目的とし、「Delphi/400」「SP4i」「Business4Mobile」などの弊
社製品をご利用中のユーザー様を対象に実践レポート（論文）を公募し、厳正な審査・選考のうえ表彰す
る制度です。昨年に引き続き、従来のお客様論文に当たる「部門 1」と「業務課題を解決した開発技術・
テクニック」を簡潔にまとめていただく「部門 2」の 2 部門構成といたしました。　
　今回のお客様論文は、「鍵番号の刻印を文字データとして読み取り、基幹システムと統合した事例」や

「Windows タブレット導入をきっかけとした製品加工現場の業務・システム改革」など、創意工夫にあふ
れる論文を多数ご寄稿いただきました。

　第 2 部「ミガロ. SE 論文」では、弊社 SE による技術論文を掲載しております。今回は、「アプリケーショ
ンテザリングを利用した PC ＆モバイルアプリケーション連携」や「Delphi/400 バージョンアップに伴う
文字コードの違いと制御」など、さまざまなテクニックを開発に活かしていただくための技術情報をご紹
介しております。本レポートが少しでも皆様の開発・保守のお役に立てば幸いです。

　最後に『Migaro.Technical Report』第 10 号を発刊するにあたりまして、多くのお客様・パートナー様
にご支援、ご協力をいただきましたことを、この場をお借りして、あらためて厚く御礼を申し上げます。

　2017 年秋
株式会社ミガロ.
代表取締役社長

上甲 將隆

MIGARO.
TECHNICAL

REPORT
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10 年間の研鑽と共有に
深い敬意
武藤 和博 様
日本アイ・ビー・エム株式会社
専務執行役員
IBMシステムズ・ハードウェア事業本部長

　『ミガロ. テクニカルレポート』創刊 10 周年、
おめでとうございます。
　この 10 年、クラウドの台頭をはじめ、高度な
アナリティクスやコグニティブの浸透、セキュ
リティ脅威の高まりなど、IT 市場は激動の只中
にあります。そういった大きな変化の中で、『ミ
ガロ. テクニカルレポート』が 10 年間、揺らぐこ
となく、真摯に技術の研鑽と共有を追求されて
きたことに、深く敬意を表します。
　貴誌が創刊された 2008 年は、弊社でも System i
と System p を統合した Power Systems が新た
なスタートを切った年でもあります。
　そしてその後も IBM i は、技術革新と最新の
テクノロジーへの対応を続け、お客様のビジネ
スを支える最強のプラットフォームとして高く
ご評価いただいています。
　私ども IBM は、『ミガロ. テクニカルレポート』
に関わる皆様のご期待に応えられる魅力的な技
術・機能を、引き続き IBM i で提供してまいり
ます。

Delphi の可能性の拡大に
大きく寄与
藤井 等 様
エンバカデロ・テクノロジーズ日本法人
代表

　『ミガロ. テクニカルレポート』の創刊 10 周年、
誠におめでとうございます。
　『ミガロ . テクニカルレポート』に多数論文が
掲載されている Delphi/400 の母体である Delphi
は、1995 年に Version 1 がリリースされた、た
いへん長い歴史をもつ統合開発環境です。その
20 年以上に及ぶ歩みの中で、20 回以上ものメ
ジャーバージョンアップを重ね、今や同一環境
で、Windows、macOS、iOS、Android 用 の 多
様なアプリケーションを開発できる、世界屈指
のツールへと成長しました。
　その Delphi の機能を活用し、卓越したビジネ
スサーバーであるIBM i上の基幹アプリケーショ
ンを開発されている皆様のお取り組みの様子は、
毎年の『ミガロ. テクニカルレポート』を通して
存じ上げてきました。
　そしてその 10 年にわたる継続的なお取り組み
は、Delphi の可能性を新しい世界へ広げていく
ことに大きく寄与し、多くのお客様の成功を後
押しされてきたものと感じており、深い感謝の
気持ちを抱いてまいりました。
　今後も、開発者の皆様を魅了する機能・環境
をご提供していきます。Delphi/400 にご期待い
ただければと思います。

Migaro.Technical Report
創刊10周年記念
パートナー様からの祝辞
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世界でも類例のない
素晴らしい取り組み
Serge Charbit 様
SystemObjects Corporation
CEO

 I'd like to congratulate user community of 
Delphi/400 and SmartPad4i in Japan and MIGARO 
staffs for the publication of “MIGARO Technical 
Report” 10th anniversary volume from the bottom 
of my heart.
 Delphi/400 is widely and globally used not only in 
Japan, but also in North America, South America, 
Europe and Asia.  
 The purpose of Delphi/400 and SmartPad4i is to 
provide two solutions for the same problem: IBM i 
Application Modernization. 
Delphi/400 is for PC developers and SmartPad4i 
for RPG or Cobol developers. 
However, if we look at user systems precisely, 
they all vary due to the business cultures, project 
management styles, and above all, the "innovative 
ideas and technology" of developers. 
 "Migaro Technical Report" deliberately collects 
such "innovative ideas and technology" of 
developers. I believe that there is no comparable 
program to the "Migaro Technical Report" even in 
the worldwide Delphi/400 users, and it's a very 
wonderful approach for sharing technical 
information among developers.  
 We will also do our best for our products, 
Delphi/400 and SmartPad4i to continue to motivate 
developer's innovative ideas and technologies.
 I would also like to thank Migaro and his staff for 
the excellent work they have been doing for more 
than 10 years.
Serge Charbit 様からの祝辞 日本語訳
　Delphi/400 および SmartPad4i をお使いの日本の皆様、そ
してミガロ . の皆様、『ミガロ . テクニカルレポート』が創刊
10 周年を迎えられましたことを、心よりお祝い申し上げま
す。
　Delphi/400 は PC 開発者向け、SmartPad4i は RPG また
は COBOL 開発者向け製品で、日本をはじめとして、北米、
南米、ヨーロッパ、アジアのお客様に広くお使いいただいて
います。そのご利用の目的は、IBM i 上で稼働する Web/

GUI アプリケーションの開発という点で共通しています。
　ただし、開発されるシステムを子細に見ると、ビジネスの
進め方や慣習の違い、そして何よりも開発者の方々の創意工
夫の違いによって 1 つ 1 つ異なっています。『ミガロ . テク
ニカルレポート』は、その開発者の創意工夫を丹念に収集し、
共有を目的に公開している点で、世界の Delphi/400 ユーザー
の間でも類例のない、大変素晴らしいお取り組みと感じてい
ます。
　私どもの Delphi/400 および SmartPad4i も、開発者の皆
様の創意工夫の魂を刺激し続けるプロダクトであり続けた
いと考えており、今後とも全力で取り組んでまいります。
　そして、ミガロ . およびその社員が 10 年間も素晴らしい
取り組みをしてきたことに感謝いたします。

発想・アイデア・スキルを
共有するメディア
飯田 恭子 様
アイマガジン株式会社
取締役　i Magazine、IS magazine 編集長

　『ミガロ. テクニカルレポート』の創刊 10 周年
をお慶び申し上げます。
　Delphi/400 は、業務システムを刷新・強化する、
そして業務ノウハウを自らの手でシステムに具
現化する先進的な開発ツールです。IBM i という
優れたプラットフォームを利用するユーザーの
方々にとって、Delphi/400、そしてミガロ . 様は、
常に頼もしいパートナーであり続けてきました。
　『ミガロ. テクニカルレポート』は、そうした
Delphi/400 ユーザーの真摯なお取り組みを紹介
する優れたレポートであると同時に、ミガロ. 様
がユーザーの方々に最新テクノロジーや活用方
法を伝え、そして Delphi/400 コミュニティの皆
様が、業務アプリケーションを生み出す発想や
利用アイデア、業務改革のヒント、技術的なス
キルといった有益な情報を共有するための強力
なメディアです。
　次の 10 年に向けても、『ミガロ. テクニカルレ
ポート』がユーザーの方々へ、その実り多き成
果と未来への可能性を伝え続けていけるように
願っています。

Migaro.Technical Report
創刊10周年記念
パートナー様からの祝辞



6

石井 裕昭 様
豊鋼材工業株式会社　　 
監査役　　　

　『ミガロ. テクニカルレポー
ト』創刊 10 周年、おめでとう
ございます。
　テクニカルレポートの歴史と
私自身の Delphi/400 を活用し
た開発スキル向上、会社システ
ムの充実の道のりは、まさに重
ね合わせて振り返ることができ
ます。
　ミガロ. 様のセミナーとレ
ポートにより紹介されるさまざ
まな業種の事例やテクニックは
刺激的で参考になるものが多
く、弊社システムでも高い頻度
で活用させていただいておりま
す。
　弊社の業務への適用方法が想
像できない事例でも、数年たっ
た後で見直したときにタイム
リーな課題であったり、あきら
めていたことへのヒントになっ
たこともよくあります。
　このような取り組みと勉強の
機会を継続的に提供されている
ミガロ. 様の努力と日頃のサ
ポートには、本当に感謝してお
ります。
　これからもますますの質の高
いテクニカルレポートとセミ
ナーが継続し、盛り上がってい
くようお祈りします。

大崎 貴昭 様
森定興商株式会社　
システム運用部　係長　　

　『ミガロ. テクニカルレポー
ト』創刊 10 周年、おめでとう
ございます。
　振り返りますと、論文執筆の
依頼を受けた当時、弊社では
RPG の画面で行われていた「取
引先申請」を刷新するにあたり、
Delphi/400 でシステム開発を
進めていた状況でした。
　そして論文の提出とシステム
開発がほぼ終わる頃に、ミガ
ロ. 様より「テクニカルアワー
ド」でレポートを発表して欲し
いとの連絡を受け、副賞に目が
眩んだ私は、軽い気持ちで引き
受けました。
　軽〜く引き受けたものの、あ
がり症の私は人前で話すことが
苦手で、発表用のプレゼン資料
を片手にトイレにこもり、話す
練習に励んだことも、今となっ
てはよき思い出です。
　今後の『ミガロ. テクニカル
レポート』、楽しみにしており
ます。

牛嶋 信之 様
株式会社佐賀鉄工所　
管理部　情報システム課　　
主事　

　ミガロ. 様の Delphi テクニカ
ルサポートにさまざまな質問を
させていただいた結果、多くの
知識を習得することができまし
た。また、ミガロ. テクニカル
アワードを受賞できたのも、そ
の賜物だと思っています。テク
ニカルサポートには大変感謝し
ております。
　論文を執筆することによっ
て、客観的に技術情報を再確認
でき、自分自身、Delphi 知識
の理解をさらに深めることがで
きました。受賞により、自分へ
の自信にもなり、Delphi 開発
へのモチベーションにもつな
がっています。
　今後も、さらなる知識向上が
できるようにテクニカルサポー
トに質問をさせていただき、人
様にお見せできるようなシステ
ムを構築し、テクニカルレポー
ト向け論文として寄稿できれば
と考えています。

Migaro.Technical Report
創刊10周年記念
お客様からの祝辞・お客様の声　氏名50音順
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久保田 佳裕 様
極東産機株式会社　　
管理本部　システム開発室　　
室長　　

　『ミガロ. テクニカルレポー
ト』が創刊 10 周年を迎えられ
ましたことを心からお祝い申し
上げます。
　私は、2012 年に「JC/400 に
よる取引先との Web-EDI シス
テム構築」という題名でレポー
トを寄稿し、幸運にも最優秀賞
をいただくことができました。
　ミガロ. 様主催のテクニカル
アワード表彰式の帰り道、社内
SNS に表彰式の写真を添えて
最優秀賞受賞の報告を投稿しま
したところ、社長をはじめとし
て上司、同僚、他部署の方から
たくさんのお祝いのコメントを
いただいたことを懐かしく思い
出します。
　テーマである Web-EDI シス
テムは、当社のお得意様先から
Web ベースで当社の在庫を確
認したりご発注をいただける仕
組みで、お客様にとっても当社
にとっても大いに合理化に役立
つものとなりました。
　その後も JC400（SP4i）を使っ
て次々に開発を行い、仕入先の
Web-EDI やタブレットによる
生産管理、販売管理など多くの
成果を上げることができていま
す。
　日頃より当社開発にご支援い
ただきましたミガロ. の皆様に
心より感謝を申し上げますとと
もに、貴社の今後のますますの
ご発展をご祈念申し上げます。

川島 寛 様
株式会社タツミヤ　
管理部　情報システム課　課長

　論文を執筆した当時を振り返
る と、Windows 2000 か ら XP
に OS を切り替える時期でした
が、発注システムが Windows 
2000 で作成されていたので、
XP をインストールできない状況
で し た。 そ の た め VB か ら
Delphi への移行は時間との闘
いで、システム開発の迅速化が
要求されていたのを思い出しま
す。
　しかし、ミガロ. 様の Delphi/ 
400 のサポート支援を受けなが
ら開発をスムーズに進められ、
さらには『ミガロ. テクニカル
レポート』に論文を発表できる
ようなことにもなりました。
　 そ れ か ら 現 在 ま で の 間 に
Delphi/400 のバージョンアッ
プを実施しましたが、その運用
環境も新しい PC に簡単にセッ
トアップでき、Windows のバー
ジョンアップにも大きな影響が
出ることがなく大変助かってい
ます。
　今後、32 ビット PC から 64
ビット PC への移行が進むと考
えられますが、ミガロ. 様の運
用プログラムに当社の今後を見
据えて行きたいと考えてます。
これからの『ミガロ. テクニカ
ルレポート』にも期待していま
す。

駒田 純也 様
ユサコ株式会社 　
システムグループ　マネージャー

　まずは創刊 10 周年、おめで
とうございます。
　弊社が Delphi/400 を導入し
て 7 年が経ちますが、導入当時
の右も左も分からない状態のと
きに『ミガロ. テクニカルレポー
ト』があったことで、「こんな
こともできるのか」と本当に参
考になり、心強かったのを覚え
ておりますし、もちろん今でも
毎号楽しみにしております。
　わたしの論文はフレームワー
ク構築という地味でマニアック
な内容でしたので、あの文字数
でうまく伝えられるのか、テク
ニカルレポートとして受け入れ
て貰えるのかと不安な部分もあ
りましたが、社内では理解して
もらうのが難しい技術的な部分
を評価していただけたことは、
自分にとって自信になりまし
た。
　新しいアイディアを得る場と
して、そして若手が自分の実力
を相対的に測る場にもなります
ので、できる限り続けていって
欲しく思います。
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寒河江 幸喜 様
日綜産業株式会社
電算室 室長

● 『ミガロ. テクニカルレポー
ト』向け論文執筆の思い出、
記憶に残っていること

　
　7 年前のことなので、あまり
よくは覚えてはいませんが、社
会人になってから論文を執筆し
た経験がなかったので、大変
だったという思いと、よい勉強
をさせてもらったという記憶が
あります。
　また、論文の内容をミガロ. テ
クニカルセミナーで発表する前
は緊張していましたが、実際に
発表してみると楽しくできたこ
とや、寝てる人がいなくてよ
かったことを記憶しています。

● 『ミガロ. テクニカルレポー
ト』向け論文に寄稿してよ
かったこと

　Delphi/400 の可能性を少し
でも他の会社さんと共有できた
こと。少しは会社のアピール（宣
伝）になったかもしれません。
将来にわたって、受賞者として
会社名と名前が残ること。

● 『ミガロ. テクニカルレポー
ト』への期待、要望

・ ユ ー ザ ー（ 社 員 ） さ ん が
Delphi/400 で幸せになった
事例

・ 業務効率化・コスト削減・営
業支援・売上貢献・意思決定
に寄与できるアイデアの共有

小山 祐二 様
澁谷工業株式会社　
経営情報システム部　
課長代理

●『ミガロ. テクニカルレポー
ト』向け論文執筆の思い出、
記憶に残っていること

　澁谷工業へ入社する前は、10
数年程 IT 業界を離れていまし
たが、その RPG のスキルしか
持 た な い 私 が 初 め て
Delphi/400 で構築したプログ
ラムが「オンライン個人別メ
ニュー」です。今からすると、「我
ながらよく構築した」と思いま
す。

●『ミガロ. テクニカルレポー
ト』向け論文に寄稿してよ
かったこと

　この 5 年間は、年に 2 本の論
文を執筆しています。最初の頃
は芳しい評価を得られませんで
したが、ここ数年は「何故この
ことを行うのか」「その方法は
何故有効なのか」など、どうす
れば読み手にわかりやすく伝え
られるか、というロジカルシン
キングを意識できるようになっ
たことが、うれしい限りです。

●『ミガロ. テクニカルレポー
ト』への期待、要望

●その他、『ミガロ. テクニカル
レポート』に関連することで
したら何でも

　他執筆者との交流につながれ
ばうれしく思います。また、北
陸の企業様との交流も実現でき
ればうれしく思います。

・ IoT AI 音声の活用　等の事
例

・逆に失敗事例も聞きたい

● その他、『ミガロ. テクニカル
レポート』に関連することで
したら何でも

　発表もよいですが、以下のよ
うな全員参加の座談会やディス
カッションも面白いかもしれま
せん。
・ 難しいかと思いますが、他社

ツールのネガティブ覆面座談
会などは楽しそうです。

・ 人材不足について。どこの会
社さんでも人材不足の課題が
あると思います。自社であれ
ば採用・教育、他社さんであ
れば、開発ベンダーさん・常
駐・派遣などについて他社さ
んとディスカッションするの
も面白いかと思います。

・ Delphi/400 のメリット・デ
メリット
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佐々木 仁志 様
株式会社ジャストオートリーシング　
営業企画部　営業企画課　

　この度は、創刊 10 周年を迎
えられまして、誠におめでとう
ございます！
　10 年という長期間にわたり、
このような取り組みを継続され
ることは、並々ならないご苦労
もあったことと思います。
　論文寄稿の思い出としては、
私は大学時代、論文を書かずに
卒業しましたので、論文の執筆
にためらいとコンプレックスが
ございました。しかし、その論
文が最優秀賞という高い評価を
いただいたことがきっかけと
なって翌年の iSUC でセッショ
ン講師を務めることになり、何
とかその任を全うできたことが
大きな自信になりました。
　SP4i に関して、論文の数が
少ないのは少々残念ですが、『ミ
ガロ. テクニカルレポート』の
ようなアグレッシブな取り組み
を今後も継続していただけばと
存じます。
　末筆になりますが、ミガロ. 様
のますますのご健勝を祈念いた
します。

佐藤 岳 様
ライオン流通サービス株式会社
管理部　管理チーム　主務

　日頃は格別のご愛顧を賜り、
誠にありがたく厚く御礼申し上
げます。
　このたびは『ミガロ. テクニ
カルレポート』が創刊 10 周年
を迎えられたとのこと、心から
お祝いを申し上げます。
　私は「Delphi/400 を利用し
た定型業務の PDF 化」という
レポートタイトルで、第 9 回ミ
ガロ. テクニカルアワード（2016
年秋）に参加させていただきま
した。私自身はシシステム関連
の業務には携わっておらず、参
加したときも、「こういうこと
がしたい」という大枠の仕様を
提案して、当社のシステム担当
者が設計を行った経緯がありま
す。
　現状の業務では、ミガロ. 様
と直接関わることがなかったか
もしれませんが、ミガロ. テク
ニカルアワードという 1 つの
きっかけでご縁ができ、うれし
く思っております。
　今回のきっかけで築くことが
できました御社との関係を、今
後も継続させていただきたく
思っています。
　また、これから創刊 20 年、
30 年を迎えられることと、御
社のさらなるご活躍を祈念し、
お祝いの言葉とさせていただき
ます。

白井 昌哉 様
太陽エコブロックス株式会社
取締役　経理部長　

　貴社ますますご盛栄のことと
お喜び申し上げます。『ミガ
ロ. テクニカルレポート』の創
刊 10 周年、誠におめでとうご
ざいます。
　また、『ミガロ. テクニカルレ
ポート』No.6（2013 年秋）に
レポートを掲載していただき、
ありがとうございました。その
ときに発表した仕組みは、今も
社内で有効に使用しています。
　当時の社内システムは、業務
を 5250 画面および手書きで処
理していました。それを何とか
して社内システム化したいと思
い、開発ツールに Delphi/400
を選択しました。
　当初は「自分にこのような言
語での開発できるのだろうか」
と、不安もありましたが、おか
げさまで社内システムの基盤も
完成させることができました。
これもミガロ. 様のサポートが
あったからこそと思い、感謝し
ております。
　今後もテクニカルセミナーに
参加し、多数のユーザーの声や
ミガロ. 様の開発テクニックを
学んでいきたいと思っていま
す。
　末筆ながら、貴社のご発展と
ご活躍をお祈り申し上げます。
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福島 利昭 様
株式会社ランドコンピュータ　
代表取締役

　『ミガロ. テクニカルレポー
ト』創刊 10 周年、誠におめで
とうございます。
　このような素晴らしいプロ
ジェクトが 10 年も継続できる
のは、スタッフの皆様の知恵と
努力の賜物と、感銘を受けてい
るところです。
　テクニカルレポートに論文を
提出する、という目標に向かっ
てがんばることで、システムの
品質も上がりますし、受賞する
と、次も頑張ろうという気持ち
になります。
　また、論文を提出することで、
ほかの方の論文を読む集中力も
増します。
　今後もテクニカルレポートに
論 文 を 提 出 で き る よ う、
Delphi/400 を使って社内シス
テムを改善していきたいと考え
ています。

仲井 学 様
西川リビング株式会社
システム部　課長代理

　『ミガロ. テクニカルレポー
ト』創刊 10 周年、おめでとう
ございます。
　『ミガロ. テクニカルレポー
ト』は、私にとって甘酸っぱい
思い出です。
　せっかくの夏休みに、頭の片
隅には「レポート文字数 3000
字」が重く重く横たわっていま
した。早めに早めにと思いなが
ら締め切りぎりぎりになり、ミ
ガロ. 様からのやさしくも、き
びしい督促の電話……。それも、
今となってはいい思い出です。
　テクニカルレポートの執筆
は、自分と向かい合うよい機会
でした。自分の仕事を振り返る
ことは、なかなかしませんもの
ね。その振り返りが、自分の成
長にプラスになったと思いま
す。
　これからも『ミガロ. テクニ
カルレポート』がどんどん盛り
上がりますように期待していま
す！
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取り組みやプロジェクトを
論文にまとめる

飯田　最初に、皆様がこれまでどのよう
な論文を執筆されてきたかをご紹介くだ
さい。

石 井　 私 は Migaro.Technical Report
の No.1 で、「直感的に理解できるシステ
ムを目指して－情報の“見える化”の取
り組み」と「RPG を知らなくてもここ
までできる－ユーザーサイドからのアプ
リケーション開発」という 2 本の論文、
さらに No.8 で「iPod Touch の業務利

用開発と検証」という論文を執筆しまし
た。前者は当時、工場の操業状況や受注
製品の進捗・計画状況が把握しづらかっ
たため、それを解決する手段として
Delphi/400 で情報基盤を構築した取り
組みをまとめました。また後者では、製
造現場で iPod Touch を使って撮影する
鋼材の写真データを活用するシステムの
開発経緯やその内容を紹介しています。

駒田　当社では Delphi/400 を社内の標
準開発言語に位置づけています。ただ
Delphi/400 は開発の自由度がきわめて
高い半面、データベースやコーディング
上の命名基準、画面構成や配色などが開

発者ごとに自由に作成できるので、統一
性に欠ける心配があります。そこでこの
問題を回避するために、モデリングや
コーディング規則に加え、ユーザーに同
じ見た目で、同じ操作基準をもった一貫
性のあるシステムを提供する「開発フ
レームワーク」が必要であると考えまし
た。現行システムに不足している管理
テーブルや、標準コンポーネントを拡張
したオリジナルコンポーネント、キャッ
シュ用エンティティクラスなどの共通ク
ラス、アプリケーションの自動配布の仕
組みなど、開発生産性をさらに高めるた
めの基盤として、自社用の開発フレーム
ワークを構築しています。No.6 に掲載

Migaro.Technical Report
創刊10周年記念
お客様座談会

ご出席

石井 裕昭 様
豊鋼材工業株式会社　　
監査役

駒田 純也 様
ユサコ株式会社　　　　
システムグループ　マネージャー

寒河江 幸喜 様
日綜産業株式会社　　　
電算室　室長

仲井 学 様
西川リビング株式会社　
システム部　課長代理

上甲 將隆
株式会社ミガロ.
代表取締役社長

司会
飯田 恭子 様
アイマガジン株式会社
取締役　i Magazine、IS Magazine 編集長

ユーザーの経験を広く伝え
他社事例の知恵を得る
　Migaro.Technical Report 創刊 10 周年を記念して、今まで論文を執筆し、見事に上位入賞された 4 名の執筆者
の方々にお集まりいただきました。
　執筆された論文の内容やご苦労された点などをご紹介いただきながら、論文を執筆することのメリット、そし
てユーザーの方々が構築事例や活用方法などの情報を相互に伝え合い、共有していくことの必要性を、この座談
会で存分に語り合っていただきます。
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された「自社用開発フレームワークの構
築」という論文は、この取り組みをまと
めたものです。

寒河江　私が執筆した論文は、「Delphi/
400 で写真管理ソフトとスプールファイ
ルの PDF 化ソフトを自社開発」という
タイトルで、No.3 に掲載されています。
当社は建設用仮設機材の設計・開発・製
造・販売およびレンタル事業を展開して
います。論文は、こうした業務を支援す
るために Delphi/400 で開発した 2 つの
業務システムを題材にしました。
　1 つは「検収写真くん」という写真管
理ソフトです。レンタル機器が返却され
た際に、IBM i に検収データを入力し、
修理が必要な機器や全損の商品は破損部
分を撮影し、検収写真として請求を行っ
ています。「検収写真くん」は大量の写
真データを請求データにリンクさせて、
業務を改善させるシステムです。そして

もう 1 つは、スプールファイルを PDF
化する「スプールくん」というシステム
です。現在は多彩な PDF 化ツールが販
売されていますが、自作の PDF 化ツー
ルは当時まだ珍しく、Delphi/400 で意
外に簡単に構築できたので、その内容を
論文にまとめました。

仲井　私はこれまで、No.2、No.3、No.7、
No.8 に合計 4 本の論文を執筆しました。
直近の論文は、「送状データ送信システ
ムの Web 化について」です。送状デー
タとは、送状を印刷するためのデータを
意味し、当社では送状を各運送会社に送
信し、運送会社側で印刷しています。コ
スト削減の観点で、この送状データの送
信方法を VAN 経由ではなくインター
ネットへ変更することに決め、流通
BMS と同じように Web に対応したシ
ステムとして、Delphi/400 で再構築し
ました。
　運送会社がインターネット経由で専用
Web サイトにログインし、当社があら
かじめ用意した送状データを取得できる
仕組みです。これにより通信費を大きく
削減し、従来とは比較にならないレスポ
ンスとなり、受信時間の短縮も実現しま
した。当社にとっては最初の Web アプ
リケーションであり、業務のインター
ネット利用を進めていくきっかけとなっ
たシステムです。

論文を書くことで
新たな気づきを得る

飯田　文章を書くのは時間がかかり、面
倒だと感じることも多いかと思います
が、それでも論文を執筆することには、
どのようなメリットがあると考えておら
れますか。

石井　論文を書くに際しては、自分の
やったことを振り返ったり、確認したり、
レビューしたりする必要があるので、そ
れにより新たな気づきを得たりできま

す。その点が、とても有意義だと感じま
す。取り組みの内容をまとめる意味で、
論文は自分自身に対する大きな区切りの
作業になると実感しました。

駒田　私が書いたのは、自社向けの開発
フレームワークについてですが、このフ
レームワークは当社にとって今後の開発
標準、開発基盤になるものでした。論文
を執筆したことで、社内に説明するため
の効果的なプレゼン資料、さらにコンセ
プトを伝える重要なドキュメントを作成
するよい機会を得られたと考えていま
す。

寒河江　論文というまとまった原稿を書
いたのはこれが初めての経験でしたが、
論文という形式で、どうすれば社外の
方々に自分たちの取り組みをうまく伝え
られるかを学ぶ貴重な機会になりまし
た。論文内容をミガロ . テクニカルセミ
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ナーでも発表しています。発表前はとて
も緊張していたのですが、話しているう
ちに、「多くの方々に自分の経験を伝え
ることは、とても楽しい」という喜びや
高揚感が沸き上がってきたことを覚えて
います（笑）。

仲井　私は合計 4 つの論文を執筆しまし
た。1 回目は無我夢中で書いていました
が、回を重ねていくうちに、「次はもっ
とよいものを書こう」という野心のよう
なものが芽生えてくるから不思議です

（笑）。1 つの取り組みやプロジェクトの
終了後に、論文として内容をまとめ、振
り返る習慣をつけるのはとてもよい区切
りになりますし、同僚や後輩に考え方や
成果を伝えられる点でも貴重です。

他社の事例を知り
自社の世界を広げる

飯田　Migaro.Technical Report を 1 つ
のメディアとして考えたとき、その読者
としてはどのような感想をおもちでしょ
うか。

石井　他社の事例を参考にできるので、
とても貴重な情報共有メディアだと思い
ます。読んだときにはとくに興味をもて
なくても、あとになって何かに取り組む
際に、ふと思い出してその論文を探すこ
とがあります。実際、当社で旅費精算シ
ステムの開発を検討したとき、ネットで
情 報 を 集 め て い た ら、Migaro. 
Technical Report に掲載された論文を
見つけたことがありました。また、ある
論文を書かれたユーザーの方に、もっと
詳しい内容を知りたくて直接コンタクト
したこともあります。自分たちだけでは
実現できないことも多いので、このレ
ポートは世界を広げる意味でとても価値
があると思います。

駒田　私にも、掲載された論文を他社事
例として参考にした経験があります。
Delphi/400 は何でも開発できるツール
ですが、実際に何を実現できるのかを知
りたくて、普段から過去のレポートに掲
載されたタイトルをすべてチェックし、
ほかのユーザーの方々がどう取り組んで
おられるかを調べたりしています。IBM i
関連の情報は少ないので、とてもありが
たい情報源だと感じています。

寒河江　同感ですね。先ほど、石井さん
も指摘されたように、自分たちの会社の
枠を超えて、何かを作るのはなかなかむ
ずかしいことです。だから他社事例を知
ることは、その枠を打ち破る大きな力を
得られるので、とても重要です。私はテ
クニカルな情報ももちろんですが、業務
や意思決定に貢献するアイデアや考え
方、会社にとって価値のあるシステムを

実現するヒントなどを得られる点が素晴
らしいと思っています。レポートの形で
発行されているので、手にとって過去の
事例を探せる点もよいですね。

仲井　皆さんと同じように、私もネット
でいろいろと検索していたら、行き着い
たのは Migaro.Technical Report だっ
たという経験が多々あります。たとえば
寒河江さんが書かれたスプールデータの
PDF 化に関する論文を参考に、当社も
それに挑戦したことがあります。ネット
にはいろいろな情報が溢れていますが、
Delphi/400 というツールを利用してい
る 共 同 体 か ら の 情 報、 つ ま り 同 じ
Delphi/400 を使っておられるユーザー
の方々の取り組みが最も役に立つと感じ
ます。

Migaro.Technical Report
創刊10周年記念
お客様座談会
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ユーザー同士が交流し
情報を交換できる場の
創造へ

飯田　今後の 10 年に向けて、Migaro. 
Technical Report への期待や要望、さ
らにミガロ. の製品やサービスについて
のリクエストがあれば、ぜひお聞かせく
ださい。

石井　貴重な情報源なので、Migaro. 
Technical Report は今後もぜひ継続し
ていただきたいと思います。できれば過
去のレポートに掲載された論文につい
て、タイトルだけでもインデックス化す
るなどして、簡単に目的の論文を発見で
きるようにしていただけると助かります。

駒田　若手技術者が論文を執筆すること
で、自分の実力を図る場として機能する

点も Migaro.Technical Report のよさ
だと思います。今後はレポートやセミ
ナーだけでなく、ユーザー同士が実際に
情報を交換したり、交流を図れるような
場を作っていただけるとよいですね。

寒河江　Delphi/400 は、いろいろなこ
とを実現できるツールです。でも無限の
可能性を秘めるがゆえに、何ができるか
のヒントやアイデアを得たり、それらの
情報を共有していくことが重要だと思い
ます。ユーザーの数だけ知恵があるはず
な の で、 そ の 英 知 を 集 め る 役 割 を
Migaro.Technical Report に期待したい
ですね。レポートが歳月を重ねることで、
Delphi/400 の引き出しがますます増え
ていくことを願います。

仲井　私は Delphi/400 のユーザーには
もちろんですが、まだDelphi/400を使っ
ていない方々にも広く、Migaro.Technical 
Report を読んでいただくような機会が
広がってほしいと思います。「Delphi/ 
400 ではこんなことができるのか」とい
う理解が深まれば、Delphi/400 を使う
仲間が増えていくはずです。そうした仲
間 を 増 や す よ う な 役 割 を、Migaro. 
Technical Report に期待したいですね。

上甲　検索性を高めるインデックス化に
ついては、ぜひ検討したいと思います。
また東京・大阪だけでなく、全国におら
れるユーザーの方々が交流を図り、ヒン
トやアイデアを共有できる場を作ること
の重要性は、当社も認識しています。
　この座談会には、皆様にオンラインで
参加いただきましたが、こうした形でも
十分に有益なコミュニケーションが図れ
ることを実感しました。今後はリアルで
もオンラインでも、ユーザーの皆様が交
流できる最適な方法を考えていきます。
さらに印刷物にしろ、ネットにしろ、
Migaro.Technical Report の内容をより
多くの方々に参考にしていただけるよう
に努力していくつもりです。

石井　IBM i 市場全体が、もっと活発に
情報を発信し、IBM i のよさを伝えてい
く 必 要 が あ る と 思 い ま す。Migaro. 
Technical Report はその先頭に立って、
今後も有益な情報を積極的に発信してい
くメディアであるよう願っています。
 M

＜受賞論文＞

石井 裕昭 様

No.1　最優秀賞
「直観的に理解できるシステムを目指して　－情報
の“見える化”の取り組み」
同 最優秀賞

「RPG を知らなくてもここまでできる－ユーザー
サイドからのアプリケーション開発」
No.8　最優秀賞

「iPod Touch の業務利用開発と検証」

駒田 純也 様

No.6　最優秀賞
「自社用開発フレームワークの構築」

寒河江 幸喜 様

No.3　ゴールド賞
「Delphi/400 で写真管理ソフトとスプールファイ
ルの PDF 化ソフトを自社開発」

仲井 学 様

No.2　優秀賞
「Delphi/400 による物流システムの再構築」
No.3　優秀賞

「イントラでの PHP-Delphi-RPG 連携」
No.7　シルバー賞

「荷札発行システムリプレースについて」
No.8　シルバー賞

「送状データ送信システムの Web 化について」

Migaro.Technical Report
創刊10周年記念
お客様座談会

リ
ア
ル
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
、
ユ
ー
ザ
ー
の
皆
様
が

交
流
で
き
る
場
を
創
造
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

上甲 將隆



15
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当社の業務と
システムについて
　富士精工本社は金融機関や原子力施
設、さらにホテルやオフィスビルなどの
お客様を対象に、高度なセキュリティ機
能を備えた金庫室扉、貸金庫、防護扉な
どの開発・製造を行っている。これらの
製品はハードウェア面だけでなく、監視
システム、入退室システムなどのソフト
ウェア面も含めたトータルシステムとし
て提供。また設計、製造から施工、保守
まで一貫したサービスを提供している。
　社内システム面では、約 30 年前の
System/38 導入に始まり、その後も一
貫して AS/400、IBM i を基幹システム
として使用している。ただし従来は、製
造作業に直結しないシステムインフラや
基幹システムにはあまりシステム投資せ
ず、手作業を多用する事務運用を長い間
続けてきた。
　2009 年、「オカムラ」ブランドで知ら
れるオフィス家具・機器メーカーの株式
会社岡村製作所の出資を受け、当社が

100％子会社となったことを機に、それ
まで遅れていたシステム投資を積極的に
行った。
　まず社内に行き渡っていなかった PC
の追加導入や、電話・インターネット環
境の整備などのシステムインフラ整備を
最優先課題として実施した。
　基幹システムについては対象の業務範
囲が狭く、システム改善も長い間実施し
ていないという課題があった。本稿では、
貸金庫の鍵登録システムをメインテーマ
としつつ、その他のシステム開発につい
ても簡単に紹介する。

基幹システム改善の
取り組み

（1）既存システムの改善
　基幹システムについては生産手配、購
買（資材発注）、営業（売上）の 3 つの
システムのみが稼働していた。しかしか
なり以前に完成したシステムをそのまま
利用するだけで、新しい要求へは対応し
ていなかった。

　既存システムの修正対応が難しかった
理由としては、以下が挙げられる。

・既存の RPG プログラムを修正できる
開発担当者が社内に存在しなかった

・設計書が未整備のため、システム仕様
の理解が難しかった

・DB 項目の拡張が全プログラムに影響
し、リコンパイルが必要な仕組みだっ
た

　そこで既存の基幹システムをいつでも
変更可能なように、内容を理解したうえ
で再構築し、併せて見た目も古くなって
いた 5250 画面から GUI 画面に変更すべ
く取り組んだ。
　RPG 開発者不在という制約の中で、
システム開発ツールとして考えたのが
Delphi である。実は筆者は、以前担当
していた業務で、Delphi（オープン系
DB）の開発経験が豊富であった（岡村
製作所でシステムを担当）。最初は、
IBM i で Delphi を活用する方法がわか
らなかったが、IBM i の DB をシーム

Migaro.Technical Award 2017
最優秀賞

部門 1

貸金庫と鍵のマッチング業務をDelphi/400で実現
―文字認識データと基幹システムデータを統合

佐藤 正 様
株式会社富士精工本社
管理部　システム課
課長

株式会社富士精工本社
http://www.fujiseiko.co.jp/

1929 年に国産初の金庫室扉を製
造。以来、金融機関や原子力施設な
どに向けて高度な安全性・信頼性を
必要とされる金庫室扉、貸金庫、防
護扉などを一貫して開発・製造して
いる。セキュリティへの社会的な重
要性が高まる中で、未来に向けた
トータルセキュリティの創造に取り
組んでいる。
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図2　手書き台帳

図1　受注一貫システム全体フロー
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画像認識装置と Delphi/400 の接続には
「TCP Client」を使用している。
　
　開発した Delphi/400 画面での実際の
登録作業は、以下のとおりとなる。

①受注番号をもとに登録作業する貸金庫
番号の範囲を選択する。実際の金庫の区
画をイメージした配置図を画面に呼び出
し、ドラッグ選択により、今回登録作業
したい金庫番号を選択できる。【図 5】

②個々の貸金庫番号を選択して、カメラ
装置に鍵の現物をセットする。

③ Delphi/400 の鍵登録画面「刻印番号
読込」により、読み取り処理を実行する。
②で選択した金庫番号と、③で読み取っ
た鍵番号が Delphi/400 システム上でリ
ンクされる。なお、鍵に刻印された鍵番
号以外に、タグ番号も同時に読み取り処
理を実行する。

（3）印刷処理
　上記の登録作業により、金庫番号と鍵
番号が連携され、結果は基幹システムに
保管された。これをもとに、懸案であっ
た台帳の自動作成および印刷が可能と
なった。なお、出力帳票の承認印は、
Delphi で開発した電子印鑑で押印して
いる。【図 6】
　また貸金庫の鍵は、専用の鍵保管袋と
ともに納品しているが、この袋の印刷も
基幹システムからの帳票印刷機能で実行
可能となった。

　以上により、読みにくい鍵の刻印を肉
眼で確認する手間を省略したことに加え
て、読み取った鍵番号と基幹システムの
受注情報・金庫情報との連携や、その結
果としての帳票印刷まで一連の業務を実
行できるシステムを Delphi/400 で開発
できた。

その他のシステム対応
　基本的に、業務システムはすべて
Delphi および Delphi/400 で開発する
方針としている。前述のシステム以外に、
以下のようなシステム対応も実施した。

しているので、理論的には長期間製造す
る中で、同一の鍵番号が発生することも
考えられる。
　ただし同じ金融機関店舗に納入する場
合には、鍵番号は絶対にユニークである
必要がある。鍵番号のユニーク性を確保
しつつ、顧客である金融機関向けの金庫
番号と鍵番号とを紐づけた台帳は、最終
的には製造チームの「組み立て班」が手
作業で作成・登録・確認しており、従来
は基幹システムの管理対象ではなかった
ため、手書きの台帳であった。【図 2】
　この作業には多くの点で非効率性が認
められたので、システム化による業務改
善を考えた。
　第 1 の課題は、鍵の刻印（鍵番号）が
肉眼では即座に読み取りにくいことで
あった。鍵番号の読み間違いによる台帳
の誤りは、貸金庫という製品の特質上絶
対に許されないので、とくに慎重な作業
が要求され、台帳作成に時間を要してい
た。【図 3】
　第 1 フェーズでは、鍵番号を読み取る
ための専用カメラを導入し、肉眼で簡単
に読み取れるように鍵番号を表示した。
ここでは、鍵番号と金庫番号・受注番号
との紐づけは行わず、以降の業務は従来
どおりの手作業であった。
　そこで次のフェーズでは、以下のシス
テム対応により業務効率化を図った。
　
（1）鍵番号を文字認識
　画像認識装置で読み取った鍵の刻印
を、文字認識ソフトで鍵番号に文字変換
した。【図 4】

（2）基幹システム情報との統合
　顧客からの受注情報に基づき貸金庫を
製造しているので、受注番号と紐づく貸
金庫番号情報はあらかじめ基幹システム
に登録されている。したがって、基幹シ
ステムの貸金庫番号と文字変換後の鍵番
号を結合できれば、従来は手書き作成し
ていた台帳情報をシステムで作成可能に
なる。
　 基 幹 シ ス テ ム 情 報（IBM i） は、
Delphi/400 を使えば簡単に PC の GUI
画面上に呼び出せる。一方、鍵番号情報
も、画像認識装置と Delphi/400 を接続
することで、文字読み取りソフトの変換
後ファイルを Delphi/400 の同一画面で
呼び出せる。技術的な補足説明となるが、

レスに活用できる Delphi/400 の存在を
知って即座に検討し、導入に至った。
　 既 存 の 5250 画 面 を Delphi/400 で
GUI 化するだけの開発ではあるが、
RPG をロジックから解析する苦労を乗
り越えて、生産手配、購買（資材発注）、
営業（売上）の既存の 3 システムを無事
にDelphi/400で稼働することができた。

（2）受注一貫システムの導入
　製品開発から受注、製造、納品、請求
にいたるまでの製造業のすべての業務工
程を一貫して基幹システムの処理対象と
することで、業務効率を改善するととも
に誤りを防止し、事務水準を向上させら
える。これは親会社の岡村製作所で実践
していたコンセプトであり、当社でも同
様の「受注一貫システム」の開発に取り
組んだ。
　当社では金庫という製品の特性上、お
客様のニーズに合わせた特注品を受注生
産するケースが多い。これを踏まえた業
務の流れは、【図 1】のとおりとなる。
　開発はすべて Delphi/400 を使用し、
開発済みの生産手配、購買、営業（売上）
の 3 つを除く、残りの全業務を基幹シス
テムの中に組み入れる開発を行った。

貸金庫システムの
開発について
　次に、本稿のメインテーマである
Delphi/400 による貸金庫システムにつ
いて述べる。
　基幹システムの開発が一段落したとこ
ろで、次の業務改善案件として目を向け
たのが、貸金庫の鍵登録業務である。
　ここで前提となる貸金庫について、簡
単に説明する。貸金庫は金融機関（銀行）
が提供するサービスの 1 つで、有価証券、
貴金属などの貴重品を銀行で安全に管理
したい顧客向けに、銀行が店舗内に所有
する個別の金庫を割り当てて貸し出すも
のである。全自動型、半自動型などのバ
リエーションはあるが、最終的に顧客専
用の金庫を専用の鍵で開閉する仕組みは
共通している。
　当社での貸金庫の製造工程では、製造
した貸金庫番号に対して専用の鍵番号を
対応させているが、この時点では IBM i 
の基幹システム上には登録していない。
また鍵番号は一定の数字を繰り返し採番
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図4　画像認識装置

図3　貸金庫鍵（見本）
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（1） IBM i 基幹システム以外のシステム
　社内で共通に使用するシステム（勤怠
管理、ワークフロー、電力消費量確認な
ど）も Delphi で開発し、システム統合
メニューの中に組み入れた。

（2）アプリ情報検索システム
　Delphi/400 開発効率化のため、シス
テム開発者が利用するシステムを構築し
た。
　Delphi/400 の Delphi ソースプログ
ラムの中で使用している IBM i の DB
を一覧で表示。これにより、ある DB を
変更した際の Delphi プログラムへの影
響範囲が一目で確認できるようになっ
た。

今後の展望・最後に
　現在は設計図面のペーパーレス化に取
り組んでいる。CAD で作成した設計図
面（TIFF 形式）は基幹システムの受注
データと紐づけられていない。これを
Delphi/400 画面を使って連携させるこ
とで、設計図面を PDF で管理するとと
もに、部品、納期、数量などの特記事項
を図面と連携する予定である。
　 本 稿 で ご 覧 い た だ い た と お り、
Delphi/400 は、IBM i 基幹システムと
その他のシステムとの連携に非常に強み
を発揮する。
　 当 社 で は、 す べ て を Delphi/400

（Delphi）で開発しているが、本稿をご
覧の Delphi/400 ユーザーの皆様も、も
し IBM i 基幹システムと外部システム
連 携 の 課 題 を お 持 ち で あ れ ば、
Delphi/400 の活用を検討するようお勧
めしたい。
 M



21

図6　印刷帳票

図5　金庫選択画面から個別金庫番号を選択
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はじめに
　澁谷工業では、「カスタマーファース
ト（※ 1）」を貫き、お客様のニーズに
合わせたパッケージングプラントを

「ターンキー（※ 2）」で提供するビジネ
スを主体としている。また最近では、「再
生医療」事業にも進出している。
　当社のホストコンピュータの変遷は、
System/32 か ら 始 ま り、 現 在 の
PureFlexSystem（※ 3）に至る。そし
て新たに基幹システムを構築する場合
は、主に Delphi/400 を利用し構築して
いる。しかし現時点でも、5250 画面で
稼働するシステムは少なくない。
　そんな中、当社の工作部よりタブレッ
トを利用した業務改革相談を受けた。工
作部は部品加工を担当する部門である

（※ 4）。相談された内容は、現場でタブ
レットを利用して既存の 5250 画面シス
テムを使いたいというものであった。
　しかし工作部の業務およびシステムを
分析してみると、さらに合理化する余地
があるとわかったので、新しいシステム

対応を提案することにした。本稿では工
作部からの依頼をトリガーとして、現場
にマッチし、かつ他部門を巻き込んで構
築したシステム内容を説明する。

工作部の既存システム 	

　既存の工作部システムは、基本的に
5250画面で構築したシステムである（※
5）。【図 1】【図 2】以下に、そのシステ
ム概要を記す。
　
①伝票発行時にマスターから部品工程情

報を自動作成
②部品納期および予定工数から、部品工

程納期を自動計算
③実績管理
④工程管理／負荷管理　など

既存システムの問題点
　既存の工作部システムは、自部門内の
業務をターゲットとしたため、前工程の
情報がまったく見えないという課題が

あった。
　そこでまず、前工程について説明しよ
う。部品加工するには、必ず材料が必要
である。その材料調達は、以下の2つに
分類できる。

①型切鋼材
　加工部品の材料を外注先企業から調達
する場合、「型切鋼材」と呼ぶ。この型
切鋼材システムおよび業務の問題点に
は、下記が挙げられる。【図3】

・前工程システムは、担当部門がスタン
ドアロンで管理している（※ 6）。そ
のため、工作部をはじめとする各部門
とシステム情報を共有できない。

・外注先企業の事務所宛てに、伝票とと
もにバーコード付き荷札を郵送して
いる（*7）。荷札は納品物とともに当
社へ送付されることを想定している
が、外注先の事務所と作業現場が離れ
ているため、作業現場に荷札が回付さ
れず、結果的に当社に戻ってこないこ
とが多い。	

Migaro.Technical Award 2017
ゴールド賞

部門 1

Windowsタブレット導入による
工作部材料受入業務改革
小山 祐二 様
澁谷工業株式会社
経営情報システム部
課長代理

澁谷工業株式会社
http://www.shibuya.co.jp/

パッケージプラントを主力製品とす
る東証・名証 1 部上場の機械メー
カー。とくに、国内外の大手飲料メー
カーに採用されているボトリングシ
ステム製造では、世界トップの地位
を確立している。近年では無菌化な
どの技術力を活かし、再生医療事業
も積極的に展開している。
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図2　既存工作部の工程管理（Excel）／負荷管理（WEB）

図1　既存工作部の5250画面システム
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したとおりである。
　これを実装するには、以下が必要とな
る。
　
・荷札情報をメールで送付することによ

り、外注先の作業現場で受け取りやす
くする。

・荷札情報を外注先の作業現場で参照可
能とする。

　Delphi/400 開発者なら誰しも思いつ
く帳票ツールは、QuickReport と Fast	
Report であろう。しかしこれらのツー
ルでは、今回の荷札に求められる以下の
要件をすべて満たすのは難しいと判断し
た。
　
・PDF など一般的に参照可能な電子媒

体に変換可能
・PCのリソースをなるべく消費しない
・バーコードフォントを必要としない

　これらを踏まえ、筆者は IBM	i 側で
Java を利用して Excel を作成する（プ
ロテクト状態）方法を選択し、メール送
付することとした（※ 9）。また、該当
プロシージャをサブミット（※ 10）す
ることで、PC資源占有問題を解消した。

【図9】【図 10】
　しかし問題はまだある。通常 Excel
でバーコードを印字する場合、バーコー
ド用フォントが必要となる。そのため、
送付先でも同じフォントの導入が必要と
なる。
　そこで考えたのは、無償フォントで作
成したバーコードイメージ化である。今
回必要な文字は、「*」「K」「0 〜 9」と
なり、これらをプロシージャ側で動的に
バーコードをつなぎ合わせた。これによ
りどこで出力しても、バーコードを表記
できる。当然、印字バーコードの読み込
み検証も実施済みである。【図11】
	

（3）  伝票№と荷札が 1 対多の対応（材
料到着および材料受入）

　筆者自身、その事実に驚いたが、この
状況を変えない限りシステム対応できな
い。しかし伝票№と荷札を1対 1に紐付
けると、他システムやテーブル構成に大
きな影響がある。
　この壁をどう考えるか。再度担当者と
ヒアリングを重ねた結果、たとえ1対多

務 ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 数 多 く
Delphi/400 で開発し、開発手法に慣れ
ていること、および Windows タブレッ
トアプリケーションであれば、従来の
PC アプリケーションとまったく同じ
Delphi/400 の開発手法で構築できるこ
とが理由である。
　業務改善に直結するシステム改善ポイ
ントとして、以下の項目を重点的に考え
た。

1 　	前工程業務システム構築、および工
作部システムとの連携

2 　材料到着・受入業務の効率化
（1）材料到着状況、受入状況の把握
（2）		荷札送付時のバーコード作成と送付

方法
（3）		伝票No.と荷札が1対多となってい

ることへの対応

前工程業務システム構築
工作部システムとの連携
　既存の工作部システムと前工程システ
ムの連携は必須である。
　そこで型切鋼材のスタンドアロンシス
テムで保有している情報を IBM	i の基
幹システムに転送し、工作部システムで
情報の共有を可能にする。スタンドアロ
ンシステムのデータ（dBase）を CSV
に変換後、IBM	i	に転送する仕組みが
今回工夫したポイントの1つである。【図
5】
　また IBM	i	への型切鋼材データ取り
込み後の各種 UI 画面は、Delphi/400
で構築した。【図6】【図 7】
	

材料到着・受入業務の
効率化

（1）材料到着状況、受入状況の把握
　荷札バーコードをトリガーとし、材料
到着および受入状況に関する情報を各拠
点で共有可能とする。材料到着処理画面
と材料到着監視画面（タブレット）は、
Delphi/400で構築した。【図8】
	

（2）  荷札送付時のバーコード作成と送
付方法

　荷札送付先を外注先の事務所から材料
加工場所へ変更することにより、納品物
への荷札添付漏れを防止する狙いは前述

②切出
　当社担当部門に依頼し、社内ストック
素材を必要量切断する場合を「切出」と
呼ぶ。切出システムおよび業務の問題点
には、下記が挙げられる。【図4】
　
・工作部システムとのリンクがない
・該当伝票と「切出」が1対多であるた

め、工作部が材料調達する単位の「切
出」が伝票番号から一意に決定できな
い。

　工作部システムと前工程システムが連
携していないので、工作部では「型切鋼
材」情報は電話、「切出」情報は切出シ
ステム画面に切り替えて確認していた。
そして工作部に納入される材料は、いつ
の間にか各材料置き場に置かれていると
いう運用である（以下、「材料到着」と
言う）。そのため工作部メンバーが毎日、
各材料置き場を回り、「この材料はどの
加工に使うものか」を考えながらメモを
取り、そのあと事務所で既存システムに
入力していた（以下、「材料受入」と言う）。

システム設計と工夫点
　これらの現状を踏まえ、システム設計
に入った。まず、部品加工業務の現場で
システムを利用するので、依頼どおりに
タブレットは必須と判断した。機器構成
として、Windows タブレット、タッチ
ペン、Bluetooth 接続バーコードリー
ダーを採用した。やはり現場で利用する
場合、指での直接操作は向かないと判断
した（※8）。
　タブレット上で稼働するシステムにつ
いては、当初の依頼どおり既存の 5250
画面の使用を検討したが、文字入力ベー
スである 5250 画面を、選択入力との相
性がよいタブレット上で利用するには非
常に使い勝手が悪い。そのため方針を変
更し、GUI ベースで IBM	i	のタブレッ
トシステムを構築することとした。
　また、工作部の業務改善に役立つ新機
能のいくつかは、PC での使用を想定し
たが、こちらもIBM	i	のGUIアプリケー
ションとして開発した。
　PCおよびタブレットで稼働するIBM	i	
の GUI アプリケーション開発ツールに
は、Delphi/400を採用することとした。
　これは、今までにも IBM	i	対応の業
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図4　「切出」問題点

図3　「型切鋼材」問題点
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（見積書はFax送信）。
（ ※ 7）当 社 と 外 注 先 間 で は、EDI
（Electronic	Data	Interchange）を利用
している場合もあるが、現時点では型切
鋼材外注先で EDI はまったく利用され
ていない（外注先側が対応できないため）

（※ 8）現場では油やほこりがある中、
材料を扱う。そのため、指でタブレット
操作する場合、画面が汚れるのはもとよ
り、iPad ／ Android アプリケーション
のようなスムーズすぎる操作性は向かな
いと判断した。

（※9）第6回　Migaro.Technical	Award
掲載の「Delphi/400 と Delphi を利用
した IBM	i 資源の有効活用」参照。メー
ル配信は、IBM	i 内で ORACLE 社の
JavaMail を利用。

（※ 10）Delphi/400 で IBM	i と接続し
ているジョブから、別のジョブで該当プ
ロシージャを実行すること

（※ 11）岸博幸氏（慶應義塾大学大学院
メディアデザイン研究科教授）講演内容

「New	Combination」より
	 M

話題になるたびに、人間の仕事を奪う可
能性が論じられている。筆者は、これは

「ある意味正しく、ある意味間違ってい
る」と考える。　
　確かに、たとえ複雑でもルーチンワー
クなどは近い将来、それらの技術にとっ
て代わられるのは間違いない。またそれ
以外でも、多くの仕事が新技術が取って
代わると予想する。しかし、新たな仕事
が創出されるとも考える。
　その新たな仕事とは何か。また誰もが
対応できるかなど、現時点では不確定要
素が多い。しかし、ひとつ断言できるこ
とがある。たとえば、マニュアル記載内
容は問題なく対応できるが、そのほかに
対応できない。つまりコモディティ化し
た技術者は、激動する時代では自然淘汰
されると考える。そんな今こそ、「何が
できる」ではなく「何をするか」の考え
が必要である。
　これまで筆者がこのMigaro.Technical	
Award で発表してきた内容は、決して
大きなイノベーションを起こしているわ
けではない。しかし今あるもの同士を、
今までにない組み合わせにより、小さな
イノベーションを起こし続けていると自
負している。
　そして、それを起こし続けることが重
要であるとも考えている（※ 11）。その
ことを深く胸に刻み、今後の激動する時
代の中、Delphi/400	および新技術とと
もに私自身も成長し続けていく所存であ
る。
　最後となるが、本稿にて今後技術者が
向かうべき方向の一助となれば幸いであ
る。

（※1）お客様第一主義
（※2）すぐに稼働できる状態
（※3）サーバー（IBM	i 含む）、ストレー
ジ、ネットワーク、仮想化、管理機能が
一体化したシステム。

（※ 4）当社で部品加工を行う部門。部
品加工は社内、外注、社内＋外注など、
さまざまな形態で行うケースがある。

（※5）第 9回Migaro.Technical	Award
「Windows	Like	5250への道のり」で紹
介した内容にて構築

（※ 6）実績管理は dBase（初期マイク
ロコンピュータ向けに開発された
DBMS）利用。見積管理は、Excel 利用

であっても、その荷札がどの切出である
かは一目瞭然である旨を確認した。
　そこで、Delphi/400 で構築した材料
受入処理画面（タブレット）の処理方法
に関する考え方を改め、バーコード読み
込み時に 1：多の場合のみ、自動的に別
ポップ画面に該当切出情報を表示させ、
その中で選択する仕様とした。【図12】

システム運用後の
問題点と打開策
　上記の工夫点を実装して運用を開始し
たが、新たな問題点も浮き彫りになった。
以下にその問題点を記す。

①リアルタイム参照不可
　通常、Delphi/400 で最新情報を取得
するには、何らかのアクションが必要と
なる。しかし通常の Windows アプリ
ケーションのように、何もアクションせ
ずに、最新状況を把握したいという意見
が多くのユーザーから寄せられた。
　そこで、完全リアルタイムとはいかな
いが、Delphi タイマーを利用し、一定
間隔おきに最新状況を表示する仕様とし
た。【図13】
	
②伝票№を読み込めない場合がある
　バーコードの汚れなどのため、ある程
度の割合で伝票 No を読み込めない現実
に直面した。そこで、タブレットで簡単
に入力可能なキーボード機能を搭載し
た。
　OS としてもキーボード機能をサポー
トしているが、その表示により入力項目
が隠れ、また英字・数字の切り替えなど
ユーザービリティが悪いと判断し、この
機能を実装した。簡易キーボード機能も
Delphi/400で構築している。【図14】

　以上のように、構築前および運用後の
問題点をクリアし、現在に至っている。
工作部や前工程部門の評価も上々であ
る。現在はさらなる業務改革に向けて、
新プロジェクト進行中である。

最後に
　昨今、AI や Cognitive（ロボット技
術を含む）技術が目まぐるしい進化をと
げている。そして、それら技術の進化が
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図6　前工程　各種管理画面（システム情報共有可）

図5　dBase→IBM i取り込み
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図8　材料到着処理・監視の構成イメージ

図7　メール添付見積回答→ドラック＆ドロップ→情報取り込みイメージ
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図10　CLプログラムよりJava実行イメージ

図9　PC資源解放イメージ
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図11　バーコードの流れ

図12　タブレットベースの材料受入処置画面
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図14　簡易キーボード機能

図13　Delphiタイマーコンポーネントおよび監視間隔制御
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業務課題
　災害や緊急事態が発生した時、広域に
わたり各拠点ごとの「システムの通信状
況」を確認しなければならない。BCP
時の状況確認には、迅速さと正確さが求
められるが、現在は１件１件 PING によ
り確認しているため非効率という課題が
ある。
　対応策として、各拠点の通信状況を一
括で確認できる使いやすい GUI 画面を
開発したい。

技術課題
　IBM i 上なら PING コマンドは使用
できる。同様に、GUI 画面からパラメー
タ付きのプログラムを実行し、PING が
正常か異常かの判断が可能か。

技術課題の解決策
　通信状況が正常か異常かを判断するた
めに、PINGコマンドを実行し、MONMSG

を取得する IBM i の CL プログラムを
作成【ソース 1】。Delphi/400 より、IP
アドレス調査対象のデータを読み込み
後、CL プログラムを実行し、パラメー
タを取得することで各拠点の通信状況把
握を実現した。
　また、本機能のユーザーインター
フェースとして、「IP アドレス調査」画
面を Delphi/400 で新規に開発した。

【図 1】【図 2】【図 3】

業務課題解決と効果
　通信状況の一斉確認により、異常値の
早期発見と対処が可能になった。誰でも
使いやすい GUI 画面により、PING コ
マンドを知らない担当者でも、どこから
でも通信状況を確認できる。
　たとえば、仮に関東地区が被災したと
しても、関西地区の従業員が容易に確認
することが可能となった。
 M

Migaro.Technical Award 2017
優秀賞

部門 2

Delphi/400を利用した
各拠点PINGコマンド簡素化
松垣 秀昭 様
ライオン流通サービス株式会社
企画部

ライオン流通サービス株式会社
http://www.lion-logi-s.co.jp/

ライオン株式会社 100% 出資の物
流子会社として、全国のグループ物
流拠点、および協力物流事業者への
委託業務を統括。倉庫管理・在庫管
理・輸配送管理など、グループの物
流業務全般を担っている。輸配送に
おける CO2 削減など物流業務改善
への積極的な取り組みを行ってい
る。
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ソース1　PING要求のCL
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図2　正常画面

図1　初期画面
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図3　異常画面
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業務課題
　VB6 で作成した IBM i の GUI プログ
ラムを Delphi/400 に移行するプロジェ
クトを実施した。
　移行対象のプログラムは多数あり、そ
の中には IBM i の元帳を印刷する機能
を持つユーザー画面がいくつかあった。
これらのプログラムの移行にあたり、次
の課題を設定した。

課題 1
　旧プログラムでは、帳票出力の選択条
件は各端末内に保存していたので、PC
の入れ替え時に条件ファイルを注意して
移行する手間や、PC がクラッシュして
条件ファイルを喪失するリスクがあっ
た。単純な旧機能の移植でなく、この課
題を解決したい。

課題 2　
　多くのプログラムを移行するため、可
能な限りコーディングの工数を削減した
い。

技術課題
課題 1 について
　選択条件や出力順のパラメータは、各
クライアント PC ではなく、IBM i の
データベースに保存する設計とした上
で、以下の対応を行った。【図 1】
　
・選択条件や出力順はデータベースのパ

ラメータを参照しセットするため、汎
用的な表示が可能

・選択条件が複数あることを想定し、ス
クロールパネルにより、最大 20 個ま
での条件を指定可能

・条件設定で「と等しい、と等しくない、
を含む、を含まない、から始まる、で
終わる、以上、以下、より大きい、よ
り小さい」を選択可能

・「かつ、または」で条件を組み合わせ
ることも可能

・条件入力欄を「｜」で区切って入力す
ることで、入力値を OR 条件で使用す
ることが可能（IBM i のクエリでいう
LIST のような機能）

・出力順（昇順＆降順）の設定が可能

課題 2 について
　画面内を共通で使用するコンポーネン
トを配置し、シンプルに作成している。
　パラメータ用データベースを利用し、
継承元に共通ロジックを埋め込み、継承
先のコーディング量（個別ロジック）を
減らすようにした。

画面による業務課題の
解決
　エンドユーザーが自分の好みの条件設
定を維持しながら、各種帳票を印刷でき
るようになった。プログラム作成時の工
数削減につながり、Delphi 移行への量
産体制が整った。
 M

Migaro.Technical Award 2017
優秀賞

部門 2

汎用的な帳票出力画面
牛嶋 信之 様
株式会社佐賀鉄工所
管理部情報システム課
主事

株式会社佐賀鉄工所
http://www.satetsu.co.jp/

昭和 13 年創業。自動車用ボルトを
専門領域とするリーディングカンパ
ニーとして、日本は勿論、海外でも
高い評価をている。業界でも数少な
い「一貫生産方式」を採用。さらに
業界屈指の開発・試験設備を保有し、
世界の自動車産業を「小さなボルト
で大きく」支え続けている。
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図1
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業務課題
　タブレットを使用した SP4i の売上入
力システムにおいて、以下の改善を行い
たい。

1　商品コードのマスターチェック
　バーコードリーダーで商品コードを読
み取った時、商品コードを IBM i のマ
スターとチェックしたい。複数商品のす
べての入力行を画面単位で一括チェック
するのではなく、項目単位のチェックを
行いたい。

2　カーソル遷移の制御
　上記 1 を単純に実装する場合、バー
コードリーダーの操作ごとに画面の先頭
フィールドにフォーカスが移動してしま
う。操作の利便性を考慮し、正しい商品
コードの時は、次の入力位置である数量
にカーソルを自動でセットしたい。また
数量入力後、次行の商品コードにカーソ
ルをセットする動作を繰り返したい。

画面機能の詳細説明
1　商品コードマスターチェックについ
て
　バーコードリーダー側には、データ送
信時に「実行キー」機能をプラス。バー
コードで商品コードを読み取るたびに、
RPG プ ロ グ ラ ム を 呼 び 出 し て 存 在
チェックを行うロジックを追加した。

2　カーソル遷移の制御について　

① HTML には、hidden 要素でフォー
カスが設定されている HD01 と行数
を設定するための HD01L を追加

② JQuery でサブミット時に ID と行数
をセット 【ソース 1】

③ RPG では受け取った ID と行により、
次のフォーカス位置を設定【ソース 2】

画面による業務課題の
解決
1　商品コードマスターチェックについ

て
　商品コードのチェックが即時に可能と
なったため、正しい商品コードが入力で
きるようになった。

2　カーソル遷移の制御について
　カーソル位置の自動遷移化に伴い、
カーソル位置を意識することなく、商品
コードの読み取りと数量の入力が可能に
なったため、操作のスピードが上がり、
効率化が実現された。【図 1】
 M

Migaro.Technical Award 2017
優秀賞

部門 2

バーコードリーダー読み取り後
次の入力位置にカーソルを自動遷移させる技術
上総 龍央 様
キョーラクシステムクリエート株式会社
開発部
課長

キョーラクシステムクリエート株式会社
http://www.kscnet.co.jp/

1998 年、キョーラク株式会社のシ
ステム部門が分社し誕生。IBM i を
コアとして、IBM i の販売ならびに
業務アプリケーションの開発を行
う。クライアント／サーバー型、Web
型などの開発にも積極的に取り組ん
でおり、現在は Delphi、Microsoft 
Visual Basic、.NET や Java な ど
の開発も手がけている。
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ソース1
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図1

ソース2
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業務課題
　IBM i のスプールファイルには、印
刷して内容を保管する場合と、画面上で
確認するだけでよいものがある。
　そこで使いやすいスプールファイル参
照システムを構築し、以下の課題を解決
したい。

・スプールファイルの一覧や内容が簡単
に参照できる

・マウスを使って操作しやすい
・テキストのコピー＆ペーストが簡単に

できる
・印刷が簡単にできる

技術課題
1　Delphi/400 で開発したいが、実行環
境を構築したり、アプリケーションの配
布が不要な Web ベースの仕組みとした
い

2　Delphi/400 機能を使って、スプール

ファイルの内容を確認する手法の確定が
必要である

技術課題の解決策
1　IntraWeb を使ってシステムを設計
する
2　今回は、CMD400 でスプールファイ
ルを一時ファイルにコピーし、FILE400
で中身を確認する方法を採用した

業務課題解決と効果
・画面上でスプールファイルを手軽にプ

レビューできるようになり、印刷する
機会を削減できた（紙、インクの節
約）。

・マウス操作やコピー＆ペーストなどの
操作が簡単になった。

・印刷機能も実装し、5250 画面を使用
せずに確認作業が実行できるように
なった。

 M

Migaro.Technical Award 2017
優秀賞

部門 2

IBM i のスプールファイル
参照機能をWebで構築
福島 利昭 様
株式会社ランドコンピュータ
代表取締役

株式会社ランドコンピュータ
https://www.rand.co.jp/

高校、大学等のコンピュータ教室で
使われる「授業支援システム」の設
計、開発、販売を行っており、学校
等の教育関連施設に対して 5 千件
以上の納入実績がある。業務ソ
リューションに必要なソフトウェア
開発と、画像・音声処理などの機器
製造をトータルで行っている。
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ソース1　スプールリスト取得
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ソース2　FILE400で開く
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図1　画面設計

ソース3　テキストファイルダウンロード
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図2　実行画面
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1.はじめに
　Delphi/400 のバージョン XE3 以降で
は、VCL（Visual Component Library）
フレームワークとは別に、FireMonkey
という新しいフレームワークが搭載され
るようになった。
　Delphi/400 は、VCL を 使 用 し た
Windows クライアント上で実行できる
アプリケーション開発に長年利用されて
いるが、この新しい FireMonkey フレー
ムワークを使用すれば、iOS や Android
用のモバイル開発も可能である。
　そのため FireMonkey はモバイル開
発専用として使われることが多いが、実
はWindowsやMacといったデスクトッ
プ OS 向けの開発にも対応しており、
iOS/Android と合わせて合計 4 つのプ
ラットフォームに対応するマルチデバイ
ス開発機能を持っている。
　本稿では、これまで主に VCL を使用
してアプリケーションを開発している方
を対象に、Windows アプリケーション
開発で役立つ FireMonkey のポイント

を解説する。

2．FireMonkeyとは
2-1　FireMonkeyの概要
　FireMonkey を説明する前に、まず
従来のVCLの特徴を確認する。VCLは、
Windows アプリケーション開発専用の
フレームワークであり、Windows API
をラッピングしたものである。【図 1】
　開発者は、VCL コンポーネントと
RTL（ランタイムライブラリ）と呼ば
れるモジュールを使用して開発する。
VCL コンポーネントは、Windows API
をラッピングしているので、Windows
に用意されたすべての機能を活用でき
る。
　これに対して FireMonkey フレーム
ワークは、マルチデバイス向けの開発を
目的としたフレームワークである。
VCL のように Windows に機能特化し
ていないものの、複数の OS 向けに汎用
的なアプリケーションを開発できる。
　またさまざまな OS 上で表示可能にす

るため、グラフィック処理装置（GPU）
を使用している。Windows の場合は
DirectX、Mac の場合は OpenGL、iOS
やAndoridの場合はOpenGL ESといっ
た GPU 用 API をラッピングしており、
各 OS で共通的な機能を活用できる。

【図 2】
　各 OS に用意されたすべての機能を標
準で活用できるわけではないが、特定の
OS に特化しない仕組みが、マルチデバ
イス対応を実現する根幹となっている。
　FireMonkey の場合、GPU を活用す
るフレームワークなので、とくに 3D グ
ラフィック処理が優れている。また 2D
でも、VCL では表現できないようなビ
ジュアルやアニメーションなどの表示も
可能である。なお、VCL と同様に RTL
を使えるので、たとえば IntToStr 関数
等 Delphi/400 で利用している関数や手
続きは、VCL と同じように使用できる。

2-2　�FireMonkey に最適なアプリケー
ション

　PC アプリケーション開発での、従来

尾崎 浩司 
株式会社ミガロ.

RAD事業部 営業・営業推進課

●はじめに
●FireMonkey とは
●VCLと FireMonkey の違い
●FireMonkey 画面作成のポイント
●おわりに

［Delphi/400］

デスクトップアプリケーション開発でも
役立つFireMonkey活用入門

略歴
1973 年 8 月 16 日生まれ
1996 年 三重大学工学部卒業
1999 年 10 月 株式会社ミガロ．入社
1999 年 10 月 システム事業部配属
2013 年 4 月 RAD 事業部配属

現在の仕事内容
ミガロ．製品の営業を担当している。
これまでのシステム開発経験を活か
して、IBM i をご利用のお客様に対
して、GUI 化、Web 化、モバイル
化などをご提案している。
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図1
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の VCL と FireMonkey との使い分けを
考えてみる。もしクライアント PC の対
象が Windows だけでなく、Mac が含
まれるのであれば、FireMonkey が必
要 と な る。 た だ し dbExpress や
FireDAC といったデータベースエンジ
ンの IBM i 用ドライバーは、Windows
専 用 と な る の で、 中 間 サ ー バ ー

（DataSnap サーバー）を使用した 3 階
層形式での実装となる。【図 3】
　もちろんクライアントが Windows だ
けであれば、FireMonkey でも VCL と
同様の C/S 形式で開発できる。
　FireMonkeyが最適なアプリケーショ
ンとしては、キーボードを持たないタブ
レット PC 用アプリケーションや、画像
等のビューア系アプリケーション、デジ
タル・サイネージに代表される情報系ア
プリケーションなどが挙げられる。

【図 4】
　これらのアプリケーションは、キー
ボードでの情報入力ではなく、情報の参
照がメインとなる。こうしたアプリケー
ションの開発は、視覚的な効果が活かせ
るグラフィック処理に長けた FireMonkey
が最適といえる。
 

3．�VCLとFireMonkey
の違い

3-1　コンポーネントの違い
　FireMonkey のプログラム開発手順
は VCL 同様、次の 4 つの手順で実施す
る。
　
①プロジェクトの新規作成
②フォームにコンポーネントを配置
③配置したコンポーネントにプロパティ

を定義
④イベントハンドラにロジック作成

　言語としてはどちらも ObjectPascal
を使用しているので、Delphi/400 開発
者は VCL 同様のプログラミングスキル
で開発できる。
　VCL と FireMonkey との違いの 1 つ
は、使用するコンポーネントの種類が異
な る 点 で あ る。FireMonkey に は、
VCL と同じ名前のコンポーネントも多
数あるが、完全に同じではなく、設定や
使用方法が若干異なる。以下に代表的な
違いを挙げる。

　まずコンポーネント全般の違いとし
て、VCL では表示文字列を Caption、
入力文字列を Text プロパティで扱う
が、FireMonkey ではどちらも Text プ
ロパティで扱う。またコンポーネントの
位置を指定する Left、Top プロパティ
は、FireMonkey で は Position.X,Y プ
ロパティに相当する。
　このように同じ機能でも、プロパティ
の異なる場合があるので注意が必要であ
る。【図 5】
　次に、画面作成に多用する TEdit に
ついて詳しく比較してみる。これもいく
つかの機能や使用方法が異なっている。
　【図 6】にいくつかの違いを挙げてい
るが、たとえば VCL にある CharCase
プロパティは、FireMonkey で相当す
るプロパティが存在しないので、個々の
文字が入力された時に発生するイベント

（OnChangeTraking）でロジックを記
述する必要がある。
　また VCL における Color プロパティ
は、R（赤）、G（緑）、B（青）の 3 原
色で表されるが、FireMonkey の Color
プロパティは、RGB に加え、A（透過度）
という要素を持つので、半透明な色も表
現できる。
　最後に、Font プロパティの違いを説
明する。VCL の場合はフォントのサイ
ズがポイント単位（1 ポイントが 1/72
インチ）であるが、FireMonkey の場
合はデバイス非依存ピクセル（DIP）単
位（1DIP が 1/96 インチ）である。し
たがって、同じ Font.Size 値を持つ場合、
FireMonkey のほうが文字が小さくな
る。

3-2　�FireMonkey 独自のコンポーネン
ト機能

　次に、FireMonkey 独自の機能につ
いて説明する。VCL にもコンポーネン
トの親子関係があるが、フォーム以外で
親 と な り え る コ ン ポ ー ネ ン ト は、
TPanel や TGroupBox などのコンテナ
コンポーネントに限定されている。
　しかし FireMonkey の場合は、あら
ゆるコンポーネントを親子関係にでき
る。た と え ば、TButton の 子 と し て
TImage を使用することで、TBitBtn
のような機能を実現したり、TEdit の子
に TLabel を 使 用 す る こ と で、
TLabeledEdit のような機能を実現でき

る。【図 7】
　このようにコンポーネントの親子関係
を使用して独自の組み合わせが可能なの
で、よく使用する組み合わせはコンポー
ネントテンプレートに登録しておけば、
ツールパレットからいつでも利用でき
る。
　また FireMonkey のコンポーネント
はすべてグラフィック描画により実現し
ているので、表示のカスタマイズ機能に
長 け て い る。FireMonkey 独 自 の
RotationAngle プロパティは、コンポー
ネントを表示する角度を自由に指定でき
る。【図 8】
 　データベースアプリ開発では、VCL
の場合、TDBEdit や TDBGrid などデー
タベース連結コンポーネントを使用する
ことが多い。しかし、FireMonkey には
データベース連結コンポーネントが存在
しない。そのため、TEdit や TStringGrid
などを使用することになる。
　ただし Delphi/400 には、LiveBinding
という仕組みが用意されているので、こ
の機能を使用するとデータベース連結コ
ンポーネントと同様の実装が可能であ
る。【図 9】

4．�FireMonkey画面作
成のポイント

4-1　�フォームレイアウトとコンポーネ
ントの配置

　VCL でフォームレイアウトを作成す
る場合、TForm 上に直接コンポーネン
トを配置して作成する。この時に配置さ
れたコンポーネントは、Left,Top プロ
パティにより固定位置に配置される。も
ちろん FireMonkey でも、Position.X,Y
プロパティを同様に定義することで、同
じような固定配置による作成が可能であ
る。
　しかし従来の解像度を基準に作成した
固定のフォームレイアウトは、近年の高
解像度ディスプレイや Mac などで使用
される Retina ディスプレイ上では見え
づらいことも多い。【図 10】
　ビジュアル機能に優れた FireMonkey
で は、Layouts カ テ ゴ リ に あ る
TLayout というレイアウトコンポーネ
ントを使用することで、解像度によって
画面を自動調整するようなアプリケー
ションも開発できる。【図 11】
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図4



52

Effectに用意されたTriggerプロパティ
を設定すればよい。【図 19】
　TGlowEffect 以外にも、影の効果を
生む TShadowEffect や、反射効果を生
む TReflectionEffect、波模様効果を生
む TWaveEffect など多彩な効果があ
る。
　次にアニメーション効果だが、これは
プロパティの値を連続的に変化させる仕
組みのことである。時間の経過に合わせ
てプロパティの値を変化させることで、
動きをつけられる。
　アニメーション効果は、ソースコード
を使用して任意のタイミングで開始／終
了したり、Effect と同様、トリガーに
より実行できる。
　アニメーション効果の代表的なコン
ポーネントは、TFloatAnimation であ
る。これは数値型プロパティに関連付け
ることで、数値を連続的に変化させられ
るコンポーネントである。【図 20】
　シンプルなアニメーション効果の例と
して、フォーム上に貼り付けたコンポー
ネントの移動を説明する。
　フォーム上にボタンを配置し、ボタン
の Positon.X プ ロ パ テ ィ に 対 し、

「TFloatAnimation の新規作成」を選択
する。すると FloatAnimation に対する
プ ロ パ テ ィ 設 定 が で き る の で、
StartFromCurrent プロパティを True
に、StopValue プ ロ パ テ ィ を 300 に、
Duration プロパティを 2 に、最後に
Trigger プ ロ パ テ ィ を ”IsPress ＝
True”に設定する。
　プログラムを実行してボタンをクリッ
クすると、ボタン自体が右側にアニメー
ションで移動できる。【図 21】
　このようにいろいろなプロパティ値の
操作で、プログラムからアニメーション
効果を実現できる。
　Effect 効果とアニメーション効果を
それぞれ説明したが、もちろんこれらの
組み合わせも可能である。最後に、組み
合わせた例を説明する。
　発光効果である TGrowEffect の発光
度合いは、Softness プロパティで設定
できるが、この Softness プロパティに
対し、TFloatAnimation を設定できる。

【図 22】
　ボタンをクリックした時、エラー
チェックとして項目がブランクだったら
発光するアニメーションを実行するよう

　 グ リ ッ ド の 列 情 報 を 保 持 す る
ColumnCollection、行情報を保持する
RowCollection、グリッドに配置される
コ ン ポ ー ネ ン ト 情 報 を 保 持 す る
ControlCollection を使用してフォーム
レイアウトを作成する。エクセルのよう
に列ごとの幅や行ごとの高さを指定し
て、セル結合などを行いながら表を調整
できる。【図 15】
　フォームレイアウトが決まったら、次
はその中に配置する各コンポーネントを
検討する。コンポーネントを固定配置す
る場合、位置を Position.X,Y プロパティ
で指定し、大きさを Width,Height プロ
パティで指定する。
　この場合、フォームの大きさが変わっ
ても、コンポーネントの位置やサイズは
変わらない。フォームの大きさが変わっ
た時に、コンポーネントの配置を調整す
るには、配置を定義するプロパティを使
用すればよい。具体的には、Align プロ
パティ、Margins プロパティ、Padding
プロパティの 3 つである。
　Align プロパティは、親コンポーネン
トに対し整列するためのもので、VCL
にも同名のプロパティが存在する。
FireMonkey の Align プロパティも同
様の機能だが、VCL よりも多くのオプ
ション値が用意されている。【図 16】
　また Margins プロパティはコンポー
ネント間の余白をピクセル単位で指定
し、Padding プロパティは親コンポー
ネントから子コンポーネントまでの距離
をピクセル単位で指定する。【図 17】
　これらを設定すると、画面比率の異な
る環境で実行した時にも、コンポーネン
トの表示が最適に調整できる。

4-2　Effect とアニメーション効果
　FireMonkey はグラフィック処理に
長けたフレームワークであり、画面の表
示効果にさまざまな機能が用意されてい
る。その代表が、Effect 効果とアニメー
ション効果である。以下に、それぞれの
ポイントを説明する。
　Effect 効果とは、コンポーネントに
対する画像効果のことである。たとえば、
TEdit の子に TGlowEffect を配置する
と、入力欄にグロー（発光）効果を適用
できる。【図 18】
　このエフェクト効果だが、効果を有効
にする条件（トリガー）も指定できる。

　TLayout は、TPanel のようなコンテ
ナコンポーネントであるが、TLayout
自体は表示されない。また TLayout 自
体の Visible を変更すると、配下のコン
ポーネントの表示／非表示が一括設定で
きる点も便利である。
　レイアウトコンポーネントで一番わか
りやすいのが、TScaledLayout である。
TScaledLayout は縮小／拡大が可能な
フォームレイアウトで、この配下に配置
したコンポーネントは、フォームのサイ
ズ変更に合わせて縮尺が自動的に調整さ
れる。
　TScaledLayout を使用すると、固定
配置したコンポーネントの場合でも、高
解像度ディスプレイの対応が可能とな
る。【図 12】
　次に、TFlowLayout を説明する。こ
れは文章の段落内の単語と同じように、
子コンポーネントを整列させるフォーム
レイアウトである。
　左端から順に貼り付けたコンポーネン
トは、フォームの幅を超えると自動的に
改行される。またフォームの幅が変更さ
れた場合、その変更に応じて改行位置が
自動的に調整されるのが特徴である。【図
13】
　なお文章の場合、段落ごとに改行を入
れるが、それと同じように、並べられた
コンポーネントの途中で改行するのが、
TFlowLayoutBreak である。
　配置したコンポーネントのうしろに
TFlowLayoutBreak を挿入すると、任
意の位置でコンポーネントを改行でき
る。
　この TFlowLayout は、たとえばタブ
レット用アプリケーションで、縦画面と
横画面を切り替えた時に項目の配置を自
動調整する場合に便利である。
　3 つ目に説明するのは、TGridLayout
である。これは等間隔のセルにコンポー
ネントを配置するようなフォームレイア
ウトである。
　1 つのセルの高さと幅を ItemHeight, 
ItemWidth プロパティで設定し、その
中で順番にコンポーネントを配置して利
用する。碁盤目のようなフォームレイア
ウトを作る時に重宝する。【図 14】
　最後は、TGridPanalLayout である。
これは、各コンポーネントがグリッドパ
ネル上のセル内に配置されるフォームレ
イアウトである。
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な場合は、【ソース 1】で実現できる。たっ
たこれだけの処理で、エラー発生時にエ
ラー項目に対してのブリンク（点滅）処
理を実現できる。
 

5．おわりに
　本稿では、PC アプリケーション開発
に役立つ FireMonkey フレームワーク
の基本を説明してきた。Windows 機能
をフル活用したい場合には、VCL 開発
が向いているが、視覚的効果が必要なビ
ジュアルアプリケーションを開発する場
合は、FireMonkey が適切である。
　 目 的 や 用 途 に よ っ て VCL と
FireMonkey を使い分けることで、これ
まで以上に Delphi/400 で開発できるア
プリケーションの幅を広げられるはずで
ある。
 M
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1.はじめに
　2015 年に Windows の大きな変革と
なる Windows 10 がリリースされたこ
とにより、ここ数年で Delphi/400 のア
プリケーションも、Windows 10 への正
式対応を目的にバージョンアップを実施
する企業が増えている。
　Delphi はバージョンの互換性が非常
に高い言語だが、バージョンアップでの
大きなポイントの 1 つが文字コードであ
る。Windows 9X など旧日本語環境の
Windows は、Ansi（Shift_JIS）を標準
文字コードとして扱ってきたが、最近の
Windows では Unicode が標準になって
いる。Delphi 言語も同様に、以前は
Ansi が標準文字コードであったが、最
近のバージョンでは Unicode に変わっ
ている。
　プログラムには文字を扱うコードが非
常に多く、その基盤となる文字コードが
変わると、アプリケーションの動作も影
響を受ける可能性が高い。そのため、バー
ジョン互換が高い Delphi 言語であって

も、標準文字コードが異なるバージョン
間でのバージョンアップでは、影響を考
慮した対応が必要となる。
　本稿では、こうしたDelphiのバージョ
ンアップで重要なポイントとなる文字
コードの扱いについて、違いや制御方法
を考察する。

2.�Delphi言語で扱う�
文字コード

　冒頭で述べたように、Delphi のバー
ジョンアップで注意すべき重要なポイン
トとして、文字コードが挙げられる。
Delphi が扱う文字コードについて、バー
ジョンで整理すると、Delphi 2007 以前
では Ansi 型（AnsiString）、Delphi 2009
以 降 で は Unicode 型（UnicodeString）
が標準となっている。
　具体的には Unicode 対応により、プ
ロ グ ラ ム 上 の String 型、Char 型、
PChar 型の標準仕様が変更されている。
そのため、Delphi 2007 以前のバージョ
ンから Delphi 2009 以降のバージョンへ

プログラムをバージョンアップする場合
には、文字コードへの配慮が必要となる。
　Unicode とは、符号化文字集合や文
字符号化方式などを定めた文字コードの
規格である。Unicode は Ansi と比べる
と、使える文字種類が非常に多く、世界
中で表現されているほぼすべての文字に
対応できる。
　たとえば、「m3」という記号文字は
AnsiString 型 に は 存 在 し な い が、
UnicodeString 型には存在している。こ
れを Delphi アプリケーション上で入力
すると、Unicode に対応していない
Delphi 2007 以前のバージョンでは「?」
で表示されるが、Unicode に対応した
バージョンでは正しく表示できる。【図1】
　Unicodeについて、もう少し補足する。
Unicode の制御文字、文字、記号には
それぞれに数値が割り当てられており、
それをコードポイントと呼んでいる。た
とえば、“A” のコードポイントは 65（バ
イナリでは 41）、“B”のコードポイント
は 66（バイナリでは 42）と、それぞれ
の文字に一意のコードポイントが割り当
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め、6 が取得される。同じ挙動に合わせ
る対処方法としては、前章で説明したよ
うに、対象の文字列を AnsiString 型で
キャストすればよい。
　関数については、Delphi 2009 以降で
も互換性を考慮し、Ansi 専用の関数が
別途用意されている場合もある。それら
の関数は、「System.AnsiStrings」ユニッ
トに定義されている。
　たとえば、StringReplace や Upper/
LowerCase、StuffString などよく使わ
れる関数が多数含まれている。プログラ
ムの Uses 節に「System.AnsiStrings」
を追加すれば、これらの Ansi 型関数を
使用できる。
　文字列を扱う関数で動作が違う場合に
は、互換の Ansi 関数が用意されている
ことが多いので、プログラムを作り変え
る前に、このユニットや WindowsAPI
を確認するようお勧めする（WindowsAPI
関数についても、Microsoft 社が Ansi
互換の関数を多数用意している）。
 

4.おわりに
　本稿では Delphi のバージョンによっ
て異なる文字コードや制御方法について
考察し、対処ポイントをまとめた。
　文字コード自体は、普段のプログラミ
ングではそれほど意識しないが、プログ
ラムコードのほとんどは文字コードが密
接に関係している。そのため、標準文字
コードが変わると、アプリケーションの
動作にも影響する可能性がある。
　しかし前述の対処例により、文字コー
ドの扱いや互換関数を把握していれば、
バージョンアップ対応は定型的なソース
変更で実施できる。
　Delphi 2007 以前のプログラムから
Delphi 2009 以降へバージョンアップを
する場合には、本稿の対処ポイントを役
立てていただければ幸いである。
 M

のアプリケーションと同じ文字列で表示
されることがわかる。【図 6】
　ただし、AnsiString 型でキャストす
ると、UnicodeString 型では扱える特
殊な文字が扱えなくなるので、デメリッ
トも理解しておく必要がある。
　IBMi 側の環境が日本語 Unicode を取
り 扱 う CCSID1399 で あ れ ば、
UnicodeString 型のまま扱ったほうがよ
いが、従来の 5026 ／ 5035 の CCSID で
あれば、もともと UnicodeString の文
字種類を扱えないので、AnsiString で
扱っても問題ない。【図 7】
　Delphi 2007 以前から Delphi 2009 以
降にバージョンアップする際には、こう
した文字コードの制御を考慮してプログ
ラムを変更すれば、スムーズに実施でき
る。

3.�文字コードの違いによ
る制御ポイント

　前章では文字コード自体の違いについ
て考察したが、文字コードが変わること
で違いが発生する点はほかにもある。そ
れはプロパティや関数の動作である。
　たとえば TEdit では、入力できる最
大桁数を制御する MaxLength プロパ
ティがある。これもバイト数単位から文
字数単位でカウントされるため、全角文
字を入力した時にこれまでと挙動が異な
る。ここでは TEdit で MaxLength プ
ロパティを 5 で設定した例を説明する。

【図 8】
　この TEdit に対して、「123 あい」と
入力する。Delphi 2007 では「123 あ」
と入力した段階で規制がかかり、入力で
きなくなる。【図 9】
　しかし、Delphi 10 Seattle の同じア
プリケーションでは、「123 あい」とす
べて文字を入力できるため、挙動が違っ
ていることがわかる。【図 10】
　これは Unicode なので、文字数とし
てカウントされている。これと同じ動作
になるのが、文字長を判断する Length
関数である。「123 あいう」という文字
列に対して、Length 関数で取得できる
結果値は Delphi のバージョンによって
異なる。
　Delphi 2007 ではバイト数で算出され
ているため、9 が取得できるが、Delphi 
10 Seattle では文字数で算出されるた

てられている。
　ここで重要なのは、UnicodeString 型
ではそれぞれの文字が 2 バイトで表現さ
れる点である。AnsiString 型では半角
文 字 は 1 バ イ ト で 表 現 さ れ る が、
UnicodeString 型では半角・全角という
概念がない。この変更のため、文字列の
バイト数で計算していたロジックは、【図
2】のように Ansi と Unicode で計算や
動作が一致しなくなる可能性がある。こ
れが大きな影響点といえる。
　ただし標準の文字コードが変わってい
るだけなので、これまで使用していた
Ansi 文字列は「AnsiString」と明示的
にコーディングすれば、新しい Delphi
上でも使用できる。また同様に、古い
Char 型、PChar 型 は AnsiChar 型、
PAnsiChar 型として使用できる。
　実際に文字コードの違いで、どのよう
な挙動の差異があるかを調べるため、【図
3】【ソース 1】のプログラムを Delphi 
2007 と Delphi 10 Seattle で作成して比
較した。
　画面に TEdit と TButton を配置し、
ボタンを押すと入力した文字列の 1 〜 4
バ イ ト 目 を Copy 関 数 で 取 得 し、
ShowMessage 関数で表示する。ここで
は Delphi 2007 のアプリケーションを
①、Delphi10Seattle のアプリケーショ
ンを②として比較する。
　画面項目で「あいうえお」と入力して
ボタンを押すと、①のアプリケーション
では「あい」と表示される。【図 4】
 　しかし、②のアプリケーションで同
じことを実行しても結果が異なる。同じ
ように「あいうえお」と入力し、ボタン
を押すと「あいうえ」と表示される。
Delphi 2007 とは異なり、1 〜 4 バイト
目ではなく、1 〜 4 文字目を取得してい
ることがわかる。【図 5】
　このように同じプログラムロジックで
あっても、文字コードの違いによって動
作が異なることがある。では②のアプリ
ケーションで、①のアプリケーションと
同じように動作させる方法を説明する。
　単純な方法としては、UnicodeString
型を AnsiString 型で扱うことで解消で
き る。Copy 関 数 に 渡 す 文 字 列 を
AnsiString 型で明示的にキャストする
ことで、従来の AnsiString 型として文
字列を扱える。【ソース 2】
　修正したソースで再度実行すると、①
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1.はじめに
　アプリケーションのマイグレーション
にはさまざまな目的があるが、最近の傾
向としてはシステム基盤の最新 OS への
対応や、新しい IT 技術、たとえばスマー
トデバイス活用の検討などが挙げられ
る。
　2016 年 7 月 に リ リ ー ス さ れ た
Delphi/400 10 Seattle では、Windows 
10 への正式対応や、マルチデバイス開
発環境が強化されており、Delphi/400
のマイグレーションを検討・実施された
企業は非常に多い。こうしたマイグレー
ションの際、事前に検討すべき課題の 1
つに帳票ツールがある。
　Delphi 7 以前のバージョンでは、帳
票ツール「QuickReport」により帳票機
能を作成していることが多い。しかしバ
ンドルされる帳票ツールが変わり、
QuickReport が標準サポートされなく
なってから、帳票機能を別の帳票ツール
に作り直す必要が生じてきた。

　このような作り直しの手間が、マイグ
レーションに踏み切れない理由になる場
合もある。この課題に対する解決策の 1
つとして、本稿では QuickReport から
Delphi 最新版に付属している帳票ツー
ル「FastReport」へのコンバートを題
材に効率的な手法を説明する。
 

2.�効率的な帳票レイアウ
トコンバート手法　

　通常、帳票ツールを変更する場合には、
帳票レイアウトを新しい帳票ツールで作
り直すことになる。そうした作業はプロ
グ ラ ム の 移 行 に 時 間 を 要 す る が、
QuickReport か ら FastReport へ コ ン
バートする場合には、FastReport で用
意されているコンバート機能を利用する
ことで、効率的に移行できる。大きな流
れとしては、コンバート作業の環境を準
備し、移行用のプロジェクトを作成して
コンバート処理を実行する。
　本稿では、QuickReport が付属する
最 終 バ ー ジ ョ ン の Delphi 7 か ら、

FastReport が最初に付属した Delphi 
XE3 へのマイグレーション環境で検証
している。

2-1. コンバート環境の準備
　コンバートを実施する作業環境とし
て、QuickReport を 使 用 し て い た
Delphi 開発環境（本稿では Delphi 7）
に FastReport のコンポーネントをイン
ストールする。
　手順は、次のとおりである。

①  FastReport コンポーネントの「.bpl」
ファイル作成

　FastReport のインストールフォルダ
内に、「recompile.exe」という実行ファ
イルが存在する。もしくは、Windows
ボタンから「すべてのプログラム│
FastReports │ FastReport」内を見る
と、「Recompile Wizard」が見つかる。
　これを起動すると、【図 1】のウィザー
ド画面が表示される。
 　このウィザード画面で上から順に設
定値を指定し、最後に "Compile" ボタン
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を押すことで、「FastReport 4」フォル
ダ内に「LibD*」というフォルダが作成
され、各種「.bpl」ファイルを一括で作
成できる（「*」は指定バージョンに応じ
てバージョン値が入る）。
　以下に、ウィザード画面の設定内容を
確認する。

（1）Select the compiler　
　開発環境のバージョンを選択する。本
稿では「Delphi7」を指定。

（2）Select the FastReport version
　FastReport のバージョンを選択する。
本稿では「Enterprise」を指定。

（3）Select the TeeChart version
　FastReport で 使 用 す る グ ラ フ

「TeeChart」のバージョンを選択する。
本稿では「TeeChartStd」を指定。

（4）What you want do
　リコンパイル目的を選択する。本稿で
は「Recompile all packages」を指定。

（4）Select path to FIB bpl files
　レポート内のデータソースで FIB 接
続を用いる場合に選択する。本稿では不
要なので設定はしない（連番（4）が続
いているが、画面表記に合わせている）。
　
　各項目を設定し、"Compile" ボタンを
押すことで、コンパイル処理が自動で始
まり、【図 2】の確認メッセージが表示
されれば完了である。
　この操作で、「FastReport 4」フォル
ダ内に「LibD7」というフォルダが作成
され、その中に各種「.bpl」が存在する
ことが確認できる。【図 3】
 
② FastReport 関連コンポーネントの登録
　Delphi を起動し、メニューバーより

「コンポーネント│パッケージのインス
トール…」を順番に選択し、「デフォル
トプロジェクトオプション」のウインド
ウを起動する。
　中段の「追加（A）…」ボタンより、
先ほど「LibD7」フォルダ内に生成され
た各種「.bpl」を順次追加する。追加が
終われば、"OK" ボタンを押下して、「デ
フォルトプロジェクトオプション」を終
了する。【図 4】

③ライブラリパスの追加　
　Delphi 開発環境のメニューバーより、

「ツール│環境オプション…」を順番に
選択し、「環境オプション」のウインド
ウを起動する。
　次に「ライブラリ」タブに切り替えて、

「ライブラリパス（B）」の右側にある参
照ボタンを押下し、「ディレクトリ」の
ウインドウを起動する。「ライブラリパ
スの一覧」に先ほどの「LibD7」フォル
ダのパスを加える。【図 5】
　具体的には、中断の参照ボタンを押下
し、「LibD7」フォルダのパスを指定す
ると、" 追加（A）" ボタンがアクティブ
になるので押下する。その後、"OK" ボ
タンで「ディレクトリ」「環境オプション」
の各ウインドウを終了する。

2-2.コンバート用プロジェクトの新規作成
　QuickReport から FastReport へ帳票
レイアウトをコンバートするには、
FastReport に 用 意 さ れ て い る

「ConverterQR2FR」ユニットを利用す
る。そのため、この作業ではコンバート
用にプロジェクトの作成が必要となる。

①プロジェクトの新規作成
　Delphi 開発環境を起動し、メニュー
バーより「ファイル│新規作成│アプリ
ケーション」を選択し、新規プロジェク
トを作成する。次に初期生成された
Unit1 のデザインに対して、任意の
フォームサイズに変更し下記のコンポー
ネントを配置する。

Button　ツールパレット＝ Standard
frxReport
 ツールパレット＝ FastReport 4.0

　最後に、コンバート対象の TQuickRep
をプロジェクトに追加する。本稿では

「QuickFrm」とする。【図 6】
　フォームに配置したボタンを押下する
ことで、コンバート対象の TQuickRep
の帳票レイアウトを FastReport のデザ
インファイルにコンバートする。
　プロジェクトの保存内容と各プロパ
ティ設定は、【図 7】のとおりである。
　
●プロジェクト
　保存ファイル名：ConvertSample.dpr
●初期生成フォーム（TForm1）

　Name プロパティ：frmMain
　保存ファイル名：MainFrm.pas
●配置した Button
　Name プロパティ：
 btnConvertQuickReport
　Caption プロパティ：
 ConvertQuickReport
●配置した frxReport
● Name プロパティ：frxReport
 
②コンバート手続きの実装　
　MainFrm のソース部を開き、uses 節
に「ConverterQR2FR」とコンバート
対象の QuickFrm を追加する。続いて、
btnConvertQuickReport の OnClick イ
ベントにコンバート手続きを実装する。

【ソース 1】
　TConverterQR2FR の変数を定義し、
Source プロパティにコンバート対象の
TQuickRep、Target プ ロ パ テ ィ に
TfrxReport を指定したあと、Convert
手続きによりコンバートが実行される。
そ の 後、SaveToFile 手 続 き に よ り
FastReport のデザインファイルとして
保存する。

③コンパイルして EXE を生成する
　プロジェクトをコンパイルし、エラー
がないことを確認し、EXE ファイルを
生成する。QuickReport のバージョン
に よ っ て は 未 定 義 の 変 数 が
TConverterQR2FR で宣言されている
ため、エラーとなる場合はコメントアウ
トする。【ソース 2】
 
2-3. コンバート処理の実行　
　作成した EXE ファイルを実行し、
QuickReport の 帳 票 レ イ ア ウ ト を
FastReport へコンバートする。
　EXE フ ァ イ ル 実 行 後、" Convert 
QuickReport " ボタンを押下すると、
EXE ファイルと同階層に FastReport
のデザインファイルである拡張子「fr3」
のファイルが生成されたことを確認でき
る。続いて FastReport を起動し、生成
された FastReport のデザインファイル
を開いて確認する。【図 8】
　QuickReport の TQuickRep が、
FastReport の TfrxReportPage に変換
さ れ、TQRLabel が、TfrxMemoView
に置き換えられており、レイアウトが変
換されていることが確認できる。
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　しかし【図 8】のように、TfrxMemo 
View の Text 部で一部の文字列が文字
化けする場合もある。こうした文字化け
が発生した場合は、コンバート後のファ
イルを FastReport で確認し、手動で設
定などを調整する必要がある。
　またコンバート後の環境に合わせて、
適時データセットの割り当てを補填すれ
ば、新しい Delphi 開発環境（本稿では
XE3）ですぐに FastReport のプログラ
ムを利用できる。これで QuickReport
から FastReport への帳票レイアウトの
コンバートが完了である。
 

3．おわりに
　本稿ではQuickReportからFastReport
の帳票レイアウトのコンバートを題材に
効率的な手法を調査・検証しているが、
QuickReport だ け で な く、Rave 
Raports についても類似したコンバート
用ユニットは用意されている。
　Delphi ではバージョンによって付属
される帳票ツールが変更されることがあ
るが、本稿の手法を使えば、最新の帳票
ツールである FastReport へ少ない作業
で移行できる。帳票ツールの変更が作業
課題となっている場合は、この手法で効
率的なマイグレーションの実施に役立て
ていただきたい。
 M
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1.はじめに
　トリガー機能というと、Microsoft 
SQL Server や Oracle Database な ど
のオープン系データベースを思い浮かべ
る方も多いと思うが、IBM i でもトリ
ガー機能を使用してさまざまな処理を実
行できる。
　更新ログを登録したり、明細登録した
情報を自動集計したり、ログ出力時のタ
イムスタンプを保持したりと、使い方次
第では非常に便利である。
　さらに IBM i では更新トリガーだけ
ではなく、レコードごとの読み取り

（READ）トリガーも可能なので、セキュ
リティの観点からも有用である。
　本稿では、トリガー機能の中でも多く
用いられる、データの変更を監視するた
めの更新ログファイルを出力する機能と
Delphi/400 からの利用例について記述
する。
 

2.トリガー機能の概要
2-1. トリガー機能とは
　トリガー機能とは、IBM i のリレー
ショナルデータベースが備える一般的な
機能の 1 つで、データベースファイルに、
INSERT/UPDATE/DELETE/READ
などのアクセスがあった際に、事前定義
しておいたプログラムを自動的に実行で
きる。

2-2. トリガー機能のメリット
　トリガー機能には、次のようなメリッ
トがある。

・アプリケーション開発の効率化　
　トリガーはデータベースに保管される
ため、アプリケーションごとにトリガー
に相当するプログラミングを実装する必
要がない。

・保守の簡素化
　仕様や方針が変更になった場合でも、
各アプリケーションプログラムではな

く、該当するトリガープログラムを変更
するだけで、共通で動作変更に対応でき
る。

2-3. トリガー機能使用時の考慮点
　トリガー機能は便利な機能ではある
が、使用時に注意すべき点がいくつかあ
る。
　トリガーを一度設定すると、原理的に
毎回実行されてしまうので、パフォーマ
ンスへの影響を考慮する必要がある。た
とえばファイル更新時にトリガーを設定
している場合（*READ 以外）、入力画
面プログラムや照会画面プログラムなど
の少量のデータ更新では影響はほとんど
ないが、バッチ処理など大量にデータを
扱う場合は、トリガー機能を一時的に無
効にするなどの措置を実施すべきであ
る。
　トリガーを変更する際は、コマンド

（CHGPFTRG）で一時的にトリガーを
無効化できる。通常バッチ処理で、複数
のトリガーを設定済みのファイルを扱う
場合、トリガーを一括で無効にする『無

八木沼 幸一 
株式会社ミガロ.

システム事業部 プロジェクト推進室
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効化 CL』と、トリガーを一括で有効に
する『有効化 CL』を作成しておき、バッ
チ処理の先頭で『無効化 CL』を起動し
て無効化し、バッチ処理本体が終了した
あとに『有効化 CL』を起動して有効化
するなどの工夫が必要になる場合もあ
る。これは、Delphi/400 からデータを
操作する場合も同様である。

2-4. トリガーのタイミング
　トリガーの発行されるタイミングにつ
いては、対象ファイルに対してのトリ
ガー設定方法で指定できる（詳しい設定
方法は後述）。更新の前（Before）／後

（After）が指定でき、更新前であれば
何らかのチェック、更新後であればログ
ファイルの登録などの用途に使われるこ
とが多い。
　ちなみにトリガー機能は、Microsoft 
SQL Server では Before トリガーはな
く After トリガーのみをサポートする
など、データベースの種類によって多少
異なる。

2-5. その他の機能
　セキュリティログを登録する目的でト
リガー機能を使用する場合、ログファイ
ルに対するトリガープログラムを一度作
成し、対象ファイルに対してトリガーを
設定してしまえば、そのあとは意識する
ことなく、ログ出力を自動的に実行でき
る。
　またファイルに対する更新処理だけで
はなく、レコードごとの READ が行わ
れたタイミングでトリガーを起動するこ
ともできる。いわゆる、READ トリガー
である。
　これは、レコード単位にどのような情
報を読み取ったかを把握できるので、監
査目的にも使用できる。また、「ある特
別のレコードだけをある特定のユーザー
のみにしか見せない」といったセキュリ
ティ目的にも使用できる。
　Delphi/400 と連携してセキュリティ
ログなどを出力する場合のメリットとし
て、通信回数の削減効果が期待できる。
　Delphi 側のプログラムでセキュリ
ティログの登録処理を行う場合、トラン
ザクションファイルやマスタファイルの
ような本番データ 1 件の更新処理とログ
データ 2 件（変更前後のイメージを持つ
場合）の更新となるので、計 3 回の通信

に分離される。しかしトリガー機能を使
用すれば 1 回の通信のみで実行できるの
で、パフォーマンスの向上にも役立つ。

3. 対象ファイルに対する
トリガー設定

　トリガー機能を使用する際には、対象
となるファイルに対してトリガーを設定
する必要がある。
　トリガーの「追加」「除去」「有効／無
効化」「定義の確認」は、IBM i のコマ
ンドラインから各コマンド発行で実行で
きる。
　トリガーを設定することで、RPG な
どのプログラムでファイルにアクセスし
た場合はもちろん、Delphi/400 から直
接そのファイルにアクセスした場合もト
リガーの効力が及ぶので非常に便利であ
る。
　物理ファイルにトリガーが追加される
と、指定されたそのファイルの全メン
バーおよび従属する論理ファイルが、ト
リガーの影響を受けることになる。
　指定されたそのファイルにより、メン
バーに対して変更操作が行なわれると、
トリガープログラムが呼び出される。ま
た物理ファイルに従属している論理ファ
イルに対して変更操作が行なわれた時に
も、トリガープログラムが呼び出される
ので注意が必要である。

3-1. トリガーの追加（ADDPFTRG）
　対象ファイルに対するトリガーの追加
は、「物理ファイルトリガーの追加

（ADDPFTRG）」コマンドで設定できる。
　1 つのデータベースファイルには、最
大 300 までのトリガーを関連付けられ、
それぞれの挿入、削除、または更新操作
時の前後に複数のトリガーを呼び出せ
る。
　またそれぞれの読み取り操作の場合
は、その操作が行われたあとに複数のト
リガーを呼び出せる。
　それでは、具体的にトリガーの追加手
順を解説する。【図 1】
 

（1）コマンド ADDPFTRG を入力
　コマンド ADDPFTRG を入力し、F4
キーを実行する。

（2）  物理ファイル／ライブラリ パラメー

タの指定
　トリガーを設定するファイル／ライブ
ラリを指定する。

（3）  トリガー時間（TRGTIME）パラメー
タの指定

　*BEFORE および *AFTER のどちら
か 1 つを指定する。
　*BEFORE を指定した場合、トリガー
プログラムはファイルに対する変更操作
の前に実行される。*AFTER を指定し
た場合、トリガープログラムはファイル
に対する変更操作のあとに実行される。

（4）  トリガーイベント（TRGEVENT）
パラメータの指定

　*INSERT、*DELETE、*UPDATE、
*READ のうちの 1 つを指定する。
　*INSERT を指定した場合、ファイル
に対してのレコード挿入操作でトリガー
プログラムが実行される。*DELETE を
指定した場合、ファイルに対してのレ
コード削除操作でトリガープログラムが
実行される。*UPDATE を指定した場
合、ファイルに対してのレコード更新操
作でトリガープログラムが実行される。
*READ を指定した場合、ファイルに対
しての読み取り操作でトリガープログラ
ムが実行される。

（5）  プログラム（PGM）パラメータの
指定

　対象のファイルに対して操作が行われ
た際に、起動するプログラム名を設定す
る。

（6）  トリガーの置き換え（RPLTRG）
パラメータの指定

　*NO および *YES のどちらか 1 つを
指定する（デフォルト値は *NO である）。
こ れ は、 同 一 の ト リ ガ ー 時 間

（TRGTIME）パラメータおよびトリ
ガーイベント（TRGEVENT）パラメー
タを持つトリガーがすでに設定されてい
た場合に、今回のコマンドの内容で置き
換えるかどうかを設定できる。
　*NO を指定した場合は置き換えられ
ない（既存のトリガー内容を優先する）。
*YES を指定した場合は、既存のトリ
ガーが置き換えられる。

（7）  トリガー（TRG）パラメータの指
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定
　*GEN および任意のトリガー名を指定
する（デフォルト値は *GEN である）。
　*GEN を指定した場合、システムがト
リガー名を自動生成してくれるが、わか
りやすい名前を付けておいたほうが、こ
のあと便利である。
　トリガーの有効／無効化（CHGPFTRG）
やトリガーの除去（RMVPFTRG）を
行う際に、すべて（*ALL）という選択
肢も当然あるが、特定のトリガーだけに
効力を効かせたいといった要望が出てく
る可能性も充分考えられる。
　その場合、トリガー名をコマンド内に
明記する必要があるので、任意のトリ
ガー名を付けておくようお勧めする。シ
ステムで自動生成されたトリガー名は
DSPFD で調べる必要があり、名前も長
くわかりにくい場合が多い。そこで任意
の名前を付けておけば、調べる手間が省
ける。

　Delphi/400 からこれらを操作する場
合は、【コマンド 1】の内容を TAS400
コンポーネントの RemoteCmd メソッ
ドで実行するか、もしくは CL を作成し
て TCall400 から実行することでトリ
ガーが追加できる。
 
3-2.   トリガーの有効／無効化 

（CHGPFTRG）
　対象となるファイルに設定済みのトリ
ガー（1 つまたはすべて）の状態を変更
する際には、CHGPFTRG コマンドを
使用する。このコマンドは、一時的にト
リガー機能を停止したい場合などによく
使用される。
　バッチ処理などの大量データを扱い、
しかもその更新ログが必要ない場合は、
一時的にトリガーを無効化し、バッチ処
理後に再度有効化するといったように使
用する。
　Delphi/400 からトリガーの有効／無
効を切り替える場合、有効化 CL および
無効化 CL を作成しておき、それぞれの
CL を呼び分けることで実現できる。
　また CL を作成せず、Delphi/400 か
ら直接上記の IBM i コマンドを発行す
るのも有効である。
　それでは、具体的にトリガーの変更手
順を解説する。【図 2】
 

（1）コマンド CHGPFTRG を入力
　コマンド CHGPFTRG を入力し、F4
キーを実行する。

（2）  物理ファイル／ライブラリ パラメー
タの指定

　トリガーを設定済みのファイル／ライ
ブラリを指定する。

（3）トリガー（TRG）パラメータの指定
　*ALL もしくは任意のトリガー名を指
定する。
　*ALL を指定した場合、対象ファイル
に設定されているすべてのトリガーが変
更される。任意のトリガー名を指定した
場合は、そのトリガーのみが変更される。

（4）  トリガー状態（STATE）パラメー
タの指定

　*SAME、*ENABLED、*DISABLED
のうちの 1 つを指定する。
　*SAME を指定した場合、値は変更さ
れない。*ENABLED を指定した場合、
指定されたトリガーが有効になる。
*DISABLED を指定した場合、指定さ
れたトリガーが無効になる。

　Delphi/400 から操作する場合は、前
述した「追加」と同様に、【コマンド 2】
の内容を実行するか、CL を作成して実
行することでトリガーを変更できる。
 有効化の場合は、STATE パラメータ
を *ENABLED にする。

3-3. トリガーの除去（RMVPFTRG）
　トリガー設定済みのファイルからトリ
ガーを除去する際には、「物理ファイル
トリガーの除去（RMVPFTRG）」コマ
ンドを使用できる。
　除去するトリガーは、トリガー時間

（TRGTIME）、 ト リ ガ ー イ ベ ン ト
（TRGEVENT）、 ト リ ガ ー 名（TRG）
の指定で個別に除去できるが、それぞれ
の項目に *ALL を指定することで、一括
除去も可能である。
　それでは、具体的にトリガーの除去手
順を解説する。【図 3】

（1）コマンド RMVPFTRG を入力
　コマンド RMVPFTRG を入力し、F4
キーを実行する。

（2）  物理ファイル／ライブラリ パラメー
タの指定

　トリガーを設定済みのファイル／ライ
ブラリを指定する。

（3）  トリガー時間（TRGTIME）、トリ
ガーイベント（TRGEVENT）トリ
ガー（TRG）の指定

　上記パラメータはトリガーの追加
（ADDPFTRG）の指定方法と同様だが、
*ALL の指定も可能である。

　Delphi/400 から操作する場合は、追
加の場合と同様に、【コマンド 3】の内
容を実行するか、CL を作成して実行す
ることでトリガーを除去できる。

3-4. トリガー定義の確認（DSPFD）
　対象ファイルに対するトリガーの状態
や設定数などの現状内容を確認する場合
は、ファイル記述表示（DSPFD）コマ
ンドを実行する。
　【図 4】は DSPFD コマンドで表示さ
れるトリガー情報部分であるが、実際に
は DSPFD の内容の 4 ページ目以降に
表示される。これによりトリガーの名前、
状態、イベント、時刻、プログラム名な
どの情報がすべて確認できる。

4. トリガーを活かした 
更新ログ作成

　ここでは、社員マスタ（SHAINP）へ
の更新内容を社員マスタログファイル

（SHAINPR）に出力する方法を例に説
明する。
　まず、更新対象ファイルの社員マスタ

（SHAINP）は、【DDS1】のとおりにする。
　次に、ログを出力する社員マスタログ
ファイル（SHAINPR）を作成する。こ
のファイルには社員マスタ（SHAINP）
と同一の項目を持ち（項目 ID も同じ）、
さらに【DDS2】のようにログ情報を保
持する項目も追加している。
　この項目の追加により、社員マスタの
変更情報プラス、ログの出力日時や更新
ユーザー、トリガー事象などの情報も把
握できる。
　続いて、社員マスタ（SHAINP）に
対してトリガー設定を行う。今回は、デー
タ更新（*UPDATE）後に、変更後の情
報をログファイルに出力するよう設定す
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る。トリガープログラムは、このあとで
作成するトリガープログラム（TRG_
PGM1）を【図 5】のように指定する。
　最後に、TRG_PGM1 を RPG で作成
する例を示す（【ソース 1】〜【ソース 5】
参照）。
　この RPG プログラムは IBM i 側で設
定しておくだけだが、対象ファイルを
Delphi/400 などのアプリケーションで
操作した場合には、このトリガー機能が
自動的に実行される。
　【ソース 1】〜【ソース 5】の RPG プ
ログラムの概要は、次のとおりである。
　F 仕様書には、社員マスタログファイ
ル（SHAINPR）のみを出力モードで定
義する。社員マスタ（SHAINP）の変
更前後の情報は、パラメータで受け取る。
トリガープログラムのパラメータとして
は、トリガーバッファとそのバッファの
長さの 2 つを受け取る（受け取りパラ
メータの詳細は、【ソース 1】〜【ソー
ス 5】を参照）。
　社員マスタ（SHAINP）の変更前後
の情報をパラメータから取得するには、
ポインターを使用してプログラム内の構
造体に取り込む。
　まず、変更前の情報を取り込む方法を
解説する。

【ソース 1】で構造体 OLDREC を定義
す る 際、EXTNAME に 社 員 マ ス タ

（SHAINP）指定することで、構造体
OLDREC のレイアウトと社員マスタの
レイアウトを同期させる。
　さらに BASED で、基底ポインター
名として OLDRP を指定しておく。そ
の上で、【ソース 4】の 81.00 ステップ
で、％ ADDR 命令を使用してトリガー
バッファ（PARM1）内の元レコード位
置のポインターを基底ポインターの
OLDRP にセットすることで、構造体
OLDREC に変更前の社員マスタのレ
コード情報がセットされる。
　同じ要領で、変更後の情報も取得でき
る。
　そして【ソース 4】【ソース 5】で、ロ
グ情報（ログ出力日時、端末 ID、ユーザー
名、トリガー事象）を付加し、社員マス
タログファイル（SHAINPR）を出力

（WRITE）する。
　【ソース 1】で、構造体 OLDREC 定
義時に PREFIX（O）を指定しているの
で、構造体 OLDREC の項目名の先頭に

は、”O”が付加されている。そのため、
社員マスタログファイル（SHAINPR）
の項目名とは一致していない。
　逆に構造体 NEWREC 定義時には
PREFIX を指定していないので、社員
マスタログファイル（SHAINPR）の項
目名と一致している。その結果、社員マ
スタログファイル（SHAINPR）への
WRITE 命令によって変更後の情報が出
力される。
　変更前の情報をログファイルに出力し
たい場合は、PREFIX の定義を逆転さ
せることで実現できる。
 

5.まとめ
　IBM i でシステムを構築する際にト
リガー機能を取り入れていない環境も多
いが、使い方次第では Delphi/400 側の
プログラムも省略・共通化でき、開発面
でも非常に有用な機能と言える。
　本稿ではセキュリティログを出力する
機能を例にしたが、データ更新前の
チェック機能や登録情報の自動集計機能
などにも有効なので、IBM i の運用に取
り入れてぜひ活用いただきたい。
 M
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　本稿では、モバイルアプリケーション
開発を難しくとらえず、従来の機能を代
替えするという観点で「アプリケーショ
ンテザリング」という技術の活用方法に
ついて考察する。
 

2.�アプリケーション�
テザリング技術

2-1. アプリケーションテザリングとは
　最近スマートフォンによく搭載されて
いる「テザリング」という機能がある。
これはスマートフォンが Wi-Fi ルータ
の役割を果たし、スマートフォン経由で
PC などのインターネット通信を共有す
る機能である。
　Delphi/400 では XE7 より、「アプリ
ケーションテザリング」という技術が実
装されている。これは前述したインター
ネット共有とは若干異なるが、同じネッ
トワーク（あるいは Bluetooth 接続され
た）アプリケーション同士でデータや処
理を共有する機能である。アップテザリ
ングと呼ばれることもある。

1.はじめに
　スマートフォンやタブレットなどのモ
バイル端末の普及が始まって数年が経
ち、現在では個人はもちろん、企業内で
の活用も一般的になってきた。こうした
モバイル端末は、名前のとおり、持ち歩
いて使用できる特性を活かした場面で利
用されることが多い。
　企業でモバイル端末が使われる主な用
途としては、ブラウザ、電話、カメラ（写
真撮影）などが挙げられる。
　これらの機能は、モバイル端末での特
殊な機能というよりも、基本的には既存
のデバイス（たとえば PC やデジタルカ
メラ）で使用していた機能をモバイル端
末で代用していることがわかる。業務に
よってはタブレットが PC 自体の代用と
なり、置き換わっていることも多い。
　つまりモバイル端末のアプリケーショ
ンでは、特殊な機能だけが求められるわ
けではなく、従来の業務で使っている機
能をモバイル端末で利用できるだけで
も、大きな価値や利便性が得られる。

　このアプリケーションテザリングは、
モ バ イ ル ア プ リ ケ ー シ ョ ン 開 発 の
FireMonkey でも、PC アプリケーショ
ン開発の VCL でも、同じコンポーネン
トを使って実装可能である。
　つまり従来の PC アプリケーションと
新規開発したモバイルアプリケーション
を容易に連携できるわけだ。たとえばモ
バイルアプリケーションから PC アプリ
ケーションに処理結果を連携して、PC
アプリケーション側で IBM i に更新す
るといった仕組みも構築できる。
　本稿ではこうしたアプリケーションテ
ザリングの技術に着目し、PCアプリケー
ションとモバイルアプリケーションを連
携する実装方法をまとめている。なお、
開 発 環 境 の 対 象 バ ー ジ ョ ン は
Delphi/400 XE7 以降を想定している。

2-2.   アプリケーションテザリングでモ
バイル端末を活用

　アプリケーションテザリングでモバイ
ルアプリケーションを活用する実装例と
して、従来のシステムで PC と連携して
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いる外部デバイスを検討した。モバイル
端末を活かせるものとして、次の 2 機能
を題材とする。【図 1】

①デジタルカメラで商品写真を撮り、画
像データとしてシステムに取り込む
機能

②バーコードリーダーや POS でバー
コードや QR コードをシステムに取り
込む機能

　いずれの機能も業務で使われることが
多く、別デバイスで運用されているケー
スもよく見られる。また機能的にもモバ
イルアプリケーションに適しており、実
装が容易である。
 

3.�アプリケーション�
テザリングを活用した
連携開発

3-1.   アプリケーションテザリング用コ
ンポーネント　

　アプリケーションテザリング機能を使
用するためのコンポーネントを確認す
る。専用のコンポーネントとして、
TTetheringManager と TTethering 
AppProfile の 2 つのコンポーネントが
用意されている。それぞれの役割は、次
のとおりである。【図 2】

TTetheringManager コンポーネント
　同一ネットワークあるいは Bluetooth
の通信上で、アプリケーション同士の接
続を管理する

TTetheringAppProfile コンポーネント
　テザリングで接続したアプリケーショ
ン間で共有するリソースを制御する
 
　この 2 つのコンポーネントは基本セッ
トで使用し、TTetheringManager で接
続して TTetheringAppProfile で共有
リソースを送受信する。たとえばコード
や 文 字 列、 画 像 な ど の フ ァ イ ル を
Stream形式で扱うこともできる。【図3】
　本稿では、モバイルアプリケーション
で写真撮影やバーコード読み取りの機能
を実装し、それを PC アプリケーション
で受信して利用するアプリケーションを
作成する。【図 4】
 

3-2. モバイルアプリケーションの開発
　まず、モバイル端末側のアプリケー
ションを作成する。
　使用コンポーネントは写真撮影用に
TActionList、TImage コンポーネント、
バーコード読み取り用に TTMSFMXZ 
BarReader コンポーネント、それぞれ
の実行用に TButton を 2 つ配置する。
またアプリケーションテザリング用に
は、前述した TTetheringManager コン
ポーネントと TTetheringAppProfile
を配置しておく。【図 5】
　 こ こ で 使 用 す る TTMSFMXZBar 
Reader コンポーネントは標準コンポー
ネントではないが、TMSSoftware 社の
HP から無償で使用できる iOS 用バー
コード読み取りコンポーネントである

（http://www.tmssoftware.com/）。
Android を使う場合は、拡張したフリー
ソースの TTKRBarCodeScanner が使
いやすい。
　次にコンポーネントを設定する。テザ
リ ン グ の 設 定 は、TTetheringApp 
Profile の Group プロパティに通信する
アプリケーションで共通の値を設定して
おく。グループ名のようなものだと考え
るとわかりやすい。【図 6】
　そしてアプリケーション間で共有する
データについては、Resources プロパ
ティにアイテムを、次のように 2 つ追加
して用意する。　
　1 つ目は写真転送用で、アイテムの
Name プ ロ パ テ ィ に は ”Camera”、
ResType プロパティには写真（画像ファ
イル）を扱うために ”Stream”を設定
する。
　2 つ目はバーコード転送用で、アイテ
ムの Name プロパティには ”Barcode”、
ResType プロパティにはバーコード値
を扱うために ”Data”を設定する。いず
れも Kind プロパティはデフォルト値 
”Shared”のままにしておく。【図 6】
　設定が完了したら、配置したコンポー
ネントにプログラム動作をコーディング
していく。撮影用のボタンには、カメラ
操 作 の 標 準 ア ク シ ョ ン で あ る
TTakePhotoFromCameraAction を 割
り当て、OnDidFinishTaking イベント
を作成する。【図 7】
　 写 真 撮 影 終 了 時 に 発 生 す る
OnDidFinishTaking イ ベ ン ト に は、

【ソース 1】のようなコードを記述する。

　撮影した写真（画像ファイル）を
TTetheringAppProfile のアイテムに代
入することで、テザリングされた別のア
プリケーションでアイテム情報を共有で
きる。
　バーコード読み取り用のボタンには、
OnClick イベントで TTMSFMXZBar 
Reader の Show メソッドを実行するこ
とで、バーコードスキャン画面を起動。
バ ー コ ー ド ス キ ャ ン さ れ た 際 に
OnGetResult イベントで取得したバー
コード値を、TTetheringAppProfile の
アイテムに代入するだけで実装できる。

【ソース 2】
　最後に、フォームの OnCreate イベン
トで TTetheringManager を接続する
ようにコーディングしておくことで、起
動直後に PC アプリケーションとテザリ
ング通信状態になる。
　これだけの開発でモバイル端末の写真
撮影とバーコード読み取りを実行し、
PC へデータを転送（共有）するアプリ
ケーションが完成である。
 
3-3.   PC アプリケーションの開発 

（拡張実装）
　次に、PC 側のアプリケーションを実
装する。PC アプリケーションは、写真
やコードを扱う既存アプリケーションが
すでに導入されていることを想定する。
本稿では、飲料水の商品一覧・明細を扱
う単純なアプリケーション例を題材に拡
張実装している。
　まずアプリケーションテザリング用と
して、モバイルアプリケーションと同様
に TTetheringManager コンポーネン
トと TTetheringAppProfile を追加で
配置する。【図 8】
 プロパティの設定もモバイルアプリ
ケ ー シ ョ ン と 同 様 で は あ る が、
TTetheringAppProfile のアイテムで
Kind プロパティには ”Mirror”を設定
する。これは送られてきた共有アイテム
を受信する側の設定である。
　そして、それぞれのアイテムには
OnResourceReceived のイベントがあ
るので、ここに転送されてきた情報を受
信した際の処理をコーディングする。写
真の受信については、【ソース 3】のよ
うに、送られてきた Stream を Load 
FromStream に読み込むことで画面の
TImage へ写真画像を反映できる。
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　バーコードの受信については、【ソー
ス 4】のように、画面項目（ここでは
TEdit）に送られてきたコードを設定す
るだけである。これで、PC アプリケー
ション側のテザリング実装が完成した。
　最後にコンパイルした PC アプリケー
ションとモバイルアプリケーションを同
じネットワーク上、あるいは Bluetooth
で通信が可能な環境で起動して動作確認
する。
　モバイルアプリケーションで写真を撮
れば、PC 側に写真画像が表示され、バー
コードをスキャンすれば、PC 側に読み
取ったコードが自動入力される（【図 4】
の実装例が完成する）。
　これにより、デジタルカメラから画像
を手動でアップしたり、専用端末でス
キャンしていたバーコードなどの外部デ
バイス作業をモバイル端末と簡易なアプ
リだけで代用できる。
 
3-4.   アプリケーションテザリングの応

用活用
　補足として、いくつかのアプリケー
ションテザリングの応用テクニックにつ
いても検証した。
　アプリケーションテザリングでは、
TTetheringAppProfile の Resources
プロパティのアイテムを共有するだけで
なく、アクション（処理）も共有できる。
これは Resources プロパティと同様に、
TTetheringAppProfile の Actions プ
ロパティのアイテムとして設定する。

【図 9】
　Actions にアイテムを追加すると、ア
イテムの Action プロパティのリストに
割り当てられる。この Action を共有し
ておけば、PC 側で設定している Action
をモバイルアプリケーション側から実行
可能になる。
　 た と え ば、PC 上 で PowerPoint を
OLE で操作する Action 処理を作成し
ておき、モバイル端末でプレゼンテー
ション資料をリモコン操作するアプリ
ケーションも簡単に実現できる。実際に
そうしたリモコンとして使うモバイルア
プリケーションは、市販製品として販売
されている。
　もちろん、このアプリケーションテザ
リング技術は PC アプリケーションとモ
バイルアプリケーションの連携だけでは
なく、PC アプリケーション同士、ある

いはモバイルアプリケーション同士でも
活用できる。同一システムでログインし
ている端末やデバイスのステータス情報
を共有したり、アプリケーション間での
チャットなどのグループメッセージ機能
としても幅広く応用が考えられる。
　ただしこの技術は、冒頭で説明したと
お り、 同 じ ネ ッ ト ワ ー ク あ る い は
Bluetooth などでの通信が前提である。
たとえば、ネットワークに接続していな
い拠点や事業所間などでは活用できな
い。そのため、実際にアプリケーション
同士で通信していなければ、データやア
クションも共有できない。
　本稿のプログラムでは、起動時にテザ
リング接続されることを前提としている
が、接続されているかを可視化できるよ
う工夫しておいたほうが、使い勝手がよ
い。
　たとえば、”接続中”と表示する
TLabel を配置しておき、Visible プロ
パティを False にしておく。そして
TTimer コ ン ポ ー ネ ン ト を 配 置 し、
OnTimer イベントを使って【ソース 5】
のようにアプリケーションテザリングの
接続カウントを監視して、Visible プロ
パティを True に設定する仕組みで実装
できる。
　 接 続 の カ ウ ン ト は、TTethering 
Manager の RemoteProfiles.Count プロ
パティでリアルタイムな接続数を取得で
きる。もちろん TTimer のような常時
監視型ではなく、ボタンなどで明示的に
実行してチェックする仕組みでもよい。
こうした実装を加えると、実行時に PC
アプリケーションにモバイルアプリケー
ションが接続されると、”接続中”の画
面表示になるので、操作時にわかりやす
い。
 

4.おわりに
　本稿ではアプリケーションテザリング
という技術を検証し、既存の外部デバイ
スを使った機能をモバイルアプリケー
ションで簡単に代用できることを紹介し
た。単純に代用が可能になっただけでな
く、どちらも Delphi/400 のアプリケー
ションで作成できる点が大きなメリット
である。これにより、自社業務に合わせ
てアプリケーション側を柔軟に対応して
いける。

　またアプリケーションテザリングを
使ったモバイルアプリケーションであれ
ば、DataSnap サーバーのような中間
サーバーを構築しなくても、【図 10】の
ように PC アプリケーションがサーバー
の代用となるので、簡単に実装・運用で
きる。DataSnap のような高度なサー
バー機能はないが、モバイルアプリケー
ション開発の入門としても手軽に試せて
便利である。
　モバイル端末の企業導入は非常に増え
てきたが、アプリケーションまで自社開
発している企業はまだまだ少ない。
　しかし本稿のプログラム例を一読いた
だければわかるが、これまでの PC アプ
リケーション開発と同じように、モバイ
ルアプリケーションも Delphi 言語で開
発できる。
　日本では業務アプリケーションを自社
開発する企業が多く、今後は PC アプリ
ケーション同様にモバイルアプリケー
ションも自社開発の需要が増えてくると
予想される。
　そうしたシステム開発の中で、この
Delphi/400 のアプリケーションテザリ
ングやモバイルアプリケーション開発技
術が役立つように、今後も技術検証や情
報発信に努めていきたい。
 M
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ソース2
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図9

ソース4
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ウザへ処理結果を送信する。
　このように、WEB サーバーはクライ
アントに代わって処理を実行するための
アプリケーションの一部として、非常に
重要な役割を担っている。この WEB
サーバーの機能や設定を把握していれ
ば、運用が便利になり、トラブル時にも
役立つ。
　本稿はこうした WEB サーバーの機能
や設定で、SmartPad4i の利用に役立つ
内容を検証し、まとめている。
　なお、SmartPad4i は WebSphere 
Application Server（WAS）環境で動
作するので、本稿ではWASのWEBサー
バー機能として組み込まれている IBM 
HTTP Server（IHS）の利用を前提に
している。以降、WEB サーバーは IHS
の意味で記述する。

2.�WEBサーバーの�
ログ機能

　前述したように、WEB サーバーはク
ライアントからのアクセスへの応答や、

1.はじめに
　最近では WEB アプリケーションの技
術が向上し、画面や機能も C ／ S アプ
リケーションに近づいている。それに伴
い、企業でも基幹システムの一部を
WEB アプリケーションで構築するケー
スが格段に増えてきた。
　WEB アプリケーションを採用する場
合の大きなメリットは、システムを利用
するユーザーごとの PC に環境を構築す
る必要がない点である。ブラウザから
WEB アプリケーションの URL にアク
セスすれば、システムを利用できる。こ
れはシステム管理者にとって、運用面で
非常に大きな作業軽減となる。
　この仕組みを提供しているのが、
WEBサーバーである。WEBアプリケー
ションでは、クライアント PC にセット
アップせず、WEB サーバーの端末で代
表してセットアップし、クライアント
PC の代わりにプログラム処理の実行や
DB へのアクセスを実行する。そして、
リクエストがあったクライアントのブラ

WEB アプリケーションの処理といった
役割を担う。そのため、WEB サーバー
には WEB アプリケーションが動作して
いるさまざま情報が集積されており、そ
の情報はログという形で照会できる。
　WEB サーバーはさまざまなログを管
理するが、その中でも WEB サーバーの
運用で非常に重要な情報がアクセスログ
である。

2-1　アクセスログの活用
アクセスログの内容
　アクセスログは WEB サーバーに記録
される動作の履歴であるが、その内容を
理解することで、有用な解析データとし
て活用できる。アクセスログは、IHS の
インストールディレクトリ直下の［logs］
フォルダに出力される。　
　アクセスログにはデフォルトで、次の
ような情報が記録される。【図 1】

・アクセス元の IP アドレス
・アクセスの日付と時刻
・アクセスされたファイル名

國元 祐二
株式会社ミガロ.

RAD事業部 技術支援課

●はじめに 
●WEB サーバーのログ機能
●WEB サーバーのファイル制御機能
●リバースプロキシを使ったアクセス構成
●おわりに

［SmartPad4i］

SmartPad4iの運用で役立つ
WEBサーバー機能

略歴
1979 年 3 月 27 日生まれ
2002 年 追手門学院大学 文学部ア
ジア文化学科卒業
2010 年 10 月 株式会社ミガロ. 入社
2010 年 10 月 RAD 事業部配属
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品試験やサポート業務、導入支援な
どを担当している。
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・ステータスコード
・送信バイト数

　SmartPad4i を社内ネットワーク内で
利用し、クライアント PC の IP アドレ
スが固定である場合は、アクセスログの
記録から対象のクライアント PC を特定
できる。
　さらにアクセスされたパス、ファイル
名や、ステータスコードを確認すること
で、プログラムが正しいパスのファイル
や画像を操作できているかを検証でき
る。
　またアプリケーションでエラーが発生
した場合には、ステータスコードが出力
される。このコードはエラー内容を判別
するエラーコードとしての意味もあるの
で、アクセスログは運用面でも重要な役
割を果たしている。

アクセスログファイルを
日単位で管理する方法
　アクセスログは、デフォルトではファ
イルサイズに制限がなく、単一ファイル
に出力され続ける設定となっている。デ
フォルト設定の場合、1 万リクエストご
とに 1 MB 以上のファイルサイズが増
える。そのためアクセス数が多いシステ
ムの場合には、アクセスログファイルが
膨大なサイズとなる。
　このようにアクセスの多い環境では、
日単位でアクセスログファイルを出力す
るのが有効である。ファイルが日単位で
分割されることで、サイズも 1 日分のロ
グだけになり、調査時も目的のログを探
しやすい。
　アクセスログで記録する情報を変更す
るには、IHS の設定ファイル httpd.conf
を編集する。httpd.conf はデフォルトで
は、［HTTP Server インストールディ
レクトリ］\conf\httpd.conf に配置され
ている。日単位でアクセスログファイル
を出力するには、IHS に付属している

「rotatelogs プログラム」を利用する。
　まず、アクセスログファイルの出力方
法をカスタマイズするため、mod_log_
config.so モジュールを有効にする。モ
ジュールを有効にする方法は、httpd.
conf 内に記述されている行の #（コメ
ント）を削除するだけである。
　次に CustomLog に rotatelogs.exe の
パスを設定し、アクセスログの形式と分

割する秒数を指定する。【図 2】
　設定完了後、WEB サーバーを再起動
すると設定が反映され、アクセスログ
ファイルが日単位に分かれて出力される
ようになる。
　なお rotatelogs プログラムの設定・
機能については、下記 WEB マニュアル
にも詳細が記載されている。
　
https://publib.boulder. ibm.com/
ht tpserv/manua l70/programs/
rotatelogs.html

3.�WEBサーバーの�
ファイル制御機能

3-1　ファイルのアクセス制限
　WEB サーバーはログだけでなく、
ファイル管理も運用面での重要な機能と
なる。WEB サーバーには HTML だけ
でなく、データとしての画像ファイルや
設定ファイルなどが保存されている場合
もある。そうしたファイルも WEB サー
バーにある限り、パスさえ分かれば、
URL を直接入力して自由に参照できる。
　そのため WEB サーバーを外部公開す
るような場合には、アプリケーションで
扱うファイルへのアクセスを制限するこ
とが多い。WEB サーバーによるファイ
ルのアクセス制限では、特定のファイル
をブラウザから直接参照できないように
設定できる。
　例として、WEB サーバーのディレク
トリにある特定ファイルへのリクエスト
が要求された場合に、403 エラー（閲覧
禁止）で制限する方法を説明する。設定
はログの変更と同じく、IHS の httpd.
conf で制御できる。【図 3】
　Directory の記述に、アクセス制限対
象のファイルが存在するフォルダパスを
指定し、FilesMatch には制限するファ
イルの拡張子を指定する。こうした簡単
な設定だけで、ユーザーからの意図しな
いアクセスを規制できる。

3-2　ファイルのダウンロード設定
　SmartPad4i では、CSV ファイルの
ダウンロード機能がサポートされてい
る。また、WEB サーバーに配置した
PDF ファイルやエクセルファイルなど
を、ハイパーリンクを利用してクライア
ントにダウンロードをさせられる。

　しかし一般に WEB アプリケーション
でのファイルダウンロードでは、ブラウ
ザの設定によって動作が異なる。たとえ
ばダウンロードとならずに、ブラウザの
ページ内でファイルが表示される動作に
なる設定もある。
　こうしたクライアント側のブラウザ設
定に依存せずにファイルをダウンロード
させるには、WEB サーバー側での制御
が必要となる。ここでも httpd.conf を
設定することで、ファイルのダウンロー
ドを制御できる。【図 4】
　まずは、WEB サーバーが header 情
報を返却できるように、ヘッダーモ
ジュールを有効にする。
　次に FilesMatch を使用し、特定の拡
張子のリクエストが送られた場合にのみ
有 効 に な る よ う 設 定 す る。content-
disposition の設定は 2 種類で、inline（デ
フォルト）に設定すると、ファイルは
WEB ページの一部としてブラウザで開
く。attachment を設定すると、「名前
を付けて保存」のダイアログを表示でき
る。
　つまりファイルをダウンロードさせた
い場合は、attachment を設定すればよ
い。
　WEB サーバー側でこのように設定し
ておくことで、利用するクライアント環
境に依存せずにアプリケーションの動作
を統一できる。
 

4.��リバースプロキシを
使ったアクセス構成

　IBM iではV6R1以降、WASがデフォ
ルトで付属しており、これを利用する企
業も多い。しかし IBM i は基幹データ
を扱っていることが多く、外部向けに
WEB サーバーとして公開する場合に
は、セキュリティ面の検討が必要となる。
　本稿ではセキュリティを高める仕組み
の 1 つとして、リバースプロキシについ
て説明する。

4-1　リバースプロキシとは　
　リバースプロキシは不特定多数のクラ
イアントからの要求に対して、応答を代
行する機能である。WEB サーバーを外
部公開する場合、WEB サーバーをイン
ターネット上に公開することになるが、
リバースプロキシ経由で WEB サーバー
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にアクセスすることで、IBM i を直接
インターネット上に公開する必要がなく
なる。
　このリバースプロキシは WEB サー
バーに付属する一般的な機能なので、
SmartPad4i にも利用できる。【図 5】
 
4-2　 リバースプロキシを活用したセ

キュリティ
　ここでは、SmartPad4i をリバースプ
ロキシ経由でアクセスする方法を説明す
る。 な お、 リ バ ー ス プ ロ キ シ に は
Windows 版の Apache2.4 を例として使
用する。
　まず Apache2.4 を下記 URL からダウ
ンロードして、リバースプロキシ機能を
持たせるサーバーにインストールする。
　
https://www.apachelounge.com/

　Apache をインストールし、WEB サー
バーとして動作することを確認後、
Apache の設定ファイル httpd.conf を
編集する。httpd.conf は IHS と同様に、
インストールディレクトリの conf に配
置されている。リバースプロキシを利用
するには、まず 3 つのモジュール mod_
headers.so、mod_proxy.so、mod_
proxy_http.so を有効にする。【図 6】
　次に、リクエストをどこに転送するか
を設定する。
　たとえば、IBM i の WEB サーバーが
IP アドレス 192.168.0.2、ポート番号
10000 で構築されている場合には、【図 7】
の設定でリクエストを転送できる。
　「ProxyRequests OFF」に設定して
いると、ProxyPass で明示的に指定し
た先のホストにのみアクセスできるよう
になる。
　ProxyPass には、リバースプロキシ
のドキュメントルートへのリクエストを
http://192.168.0.2:10000/ へ 転 送 す る。
ProxyPassReverse はレスポンスのヘッ
ダー情報（リクエスト時の属性）を書き
換 え る た め の 設 定 項 目 で、 書 式 は
ProxyPass と同じである。
　設定後、リバースプロキシの WEB
サーバーを再起動することで機能が有効
になる。こうした WEB サーバーの 2 重
構成を用意することで、セキュリティを
高めた IBM i の運用を実現できる。

5.おわりに
　本稿ではアクセスログ活用、ファイル
制御、リバースプロキシについて説明し
てきた。「3.WEB サーバーのファイル制
御機能」ではブラウザからのファイルダ
ウンロード動作を例に説明したが、
WEB アプリケーションでは、クライア
ント環境設定の違いで運用に苦戦するな
どの話を聞くことも多い。しかし WEB
サーバーの機能を知っていれば、WEB
サーバー側で簡単に対応できる。
　WEB サーバーのカスタマイズを知ら
なくても、WEB アプリケーションは運
用できるが、知っておくと運用での負担
が大きく軽減できる。
　冒頭で述べたとおり、WEB アプリ
ケーションはクライアント環境のセット
アップを必要とせず、運用管理をサー
バーに集中できる点が大きなメリットで
ある。
　この WEB アプリケーションのメリッ
トを最大限に活かすために、本稿を
WEB サーバー運用の参考として役立て
ていただけると幸いである。
 M
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No.1　2008 年秋
お客様受賞論文
●最優秀賞

直感的に理解できるシステムを目指して―情報の“見える化”
の取り組み
石井 裕昭様／豊鋼材工業株式会社　

●ゴールド賞

運用部間にサプライズをもたらした Delphi/400
春木 治様／株式会社ロゴスコーポレーション

●シルバー賞

JACi400 使用による Web アプリケーション開発工数削減
中富 俊典様／日本梱包運輸倉庫株式会社

Delphi/400 を利用した Web 受注システム
飯田 豊様／東洋佐々木ガラス株式会社

●優秀賞

Delphi/400 による販売管理システム（FAINS）について
藤田 建作様／株式会社船井総合研究所

技研化成の新基幹システム再構築
藤田 健治様／技研化成株式会社

SE 論文

はじめての Delphi/400 プログラミング
畑中 侑／システム事業部 システム 2 課

Delphi/400 と Excel との連携
中嶋 祥子／ RAD 事業部 技術支援課

連携で広がる Delphi/400 活用術
尾崎 浩司／システム事業部 システム 2 課

フォーム継承による効率向上開発手法
吉原 泰介／ RAD 事業部 技術支援課

API を利用した出力待ち行列情報の取得方法
鶴巣 博行／ RAD 事業部 技術支援課

Delphi テクニカルエッセンス Q&A 集
吉原 泰介／ RAD 事業部 技術支援課

JACi400 を使って RPG で Web 画面を制御する方法
松尾 悦郎／システム事業部 システム 2 課

あなたはプラインドタッチができますか？
福井 和彦／システム事業部 システム 1 課

Migaro. Technical Report
既刊号バックナンバー
電子版・書籍（紙）媒体で提供中 !
http://www.migaro.co.jp/contents/support/technical_report/

No.2　2009 年秋
お客様受賞論文　
●最優秀賞

JACi400 で 既存 Web サービスの内製化を実現
佐々木 仁志様／株式会社ジャストオートリーシング

●ゴールド賞

.NET 環境での Delphi/400 の活用
福田 祐之様／林兼コンピューター株式会社

●シルバー賞

5250 で動作する「中古車 在庫照会プログラム」の GUI 化 
佐久間 雄様／株式会社ケーユー

●優秀賞

Delphi による 輸入システム「MISYS」の再構築
秦 榮禧様／株式会社モトックス

Delphi/400 による 物流システムの再構築
仲井 学様／西川リビング株式会社

Delphi/400 で開発し 3 台のオフコンを 1 台の IBM i へ統合
島根 英行様／シルフ

SE 論文

JACi400 環境でマッシュアップ！ 
岩田 真和／ RAD 事業部 技術支援課

Delphi/400 を利用したはじめての Web 開発 
福岡 浩行／システム事業部 システム 2 課

Delphi/400 を使用した Web サービスアプリケーション 
尾崎 浩司／システム事業部 システム 3 課

Delphi/400 によるネイティブ資産の応用活用 
吉原 泰介／ RAD 事業部 技術支援課 顧客サポート

RPG でパフォーマンスを制御 
松尾 悦郎／システム事業部 システム 1 課

MKS Integrity を利用したシステム開発 
宮坂 優大・田村 洋一郎／システム事業部 システム 1 課
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について
大橋 良之様／東レ建設株式会社
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Delphi/400 で「写真管理ソフト」と「スプールファイル
の PDF 化ソフト」を自社開発
寒河江 幸喜様／日綜産業株式会社

●シルバー賞

Delphi/400 で鉄鋼受発注業務を統一し 鉄鋼 EDI も実現
柿本 直樹様／合鐵産業株式会社

●優秀賞

Delphi/400 で EIS（Executive Information 
System）の高速化
小島 栄一様／西川計測株式会社

イントラでの PHP-Delphi-RPG 連携
仲井 学様／西川リビング株式会社

Delphi/400 を使った取引先管理システム
大崎 貴昭様／森定興商株式会社

SE 論文

Delphi/400 ローカルキャッシュ活用術
中嶋 祥子／ RAD 事業部 技術支援課

Delphi/400 帳票開発ノウハウ公開
尾崎 浩司／システム事業部 システム 3 課

Delphi/400 でドラッグ＆ドロップを制御
辻林 涼子／システム事業部 システム 2 課

Delphi/400 のモジュールバージョン管理手法
前田 和寛／システム事業部 システム 2 課

Delphi/400　Web からの PDF 出力
福井 和彦・清水 孝将／システム事業部システム 3 課・システム 2 課

Delphi/400 で Flash 動画の実装
吉原 泰介／ RAD 事業部 技術支援課 顧客サポート

No.4　2011年秋［創立20周年記念号］
お客様受賞論文　
●最優秀賞

全社の経費処理業務を効率化した「e 総務システム」 
鈴木 英明様／阪和興業株式会社

●ゴールド賞

「Web 進捗管理システム」でリアルタイム性を実現 
堀内 一弘様／エスケーロジ株式会社

●シルバー賞

「営業奨励金申請書」をたった 2 日間で開発 
簑島 宏明様／株式会社ケーユーホールディングス

液体輸送における「配車支援システム」の構築
桂 哲様／ライオン流通サービス株式会社

SE 論文

グラフ活用リファレンス 
中嶋 祥子／ RAD 事業部 技術支援課

Web サービスを利用して機能 UP ！ 
福井 和彦・畑中 侑／システム事業部 システム 2 課

OpenOffice 実践活用 
吉原 泰介／ RAD 事業部 技術支援課 顧客サポート

VCL for the Web 活用 TIPS 紹介
尾崎 浩司／システム事業部 プロジェクト推進室

JC/400 で JavaScript 活用 
清水 孝将／システム事業部 システム 1 課

jQuery 連携で機能拡張 
國元 祐二／ RAD 事業部 技術支援課 顧客サポート
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No.5　2012年秋［創刊5周年記念］
お客様受賞論文
【部門1】

●最優秀賞

JC/400 による取引先との Web-EDI システム構築
久保田 佳裕様／極東産機株式会社　

●ゴールド賞

Delphi と Excel を使用した帳票コストの削減
大久保 治高様／合鐵産業株式会社

もっと見やすく、もっと使いやすい画面を
新谷 直正様／株式会社アダル

【部門2】

●優秀賞

Delphi/400 で確認業務の効率化
為国 順子様／ベネトンジャパン株式会社

取引先申請システムでの稟議書作成ワークフロー
大崎 貴昭様／森定興商株式会社

Delphi/400 で IBM i のストアードプロシージャを利用
し、SQL 処理を高速化
島根 英行様／シルフ

SE 論文

InstallAware を使った Delphi/400 運用環境の構築
中嶋 祥子／ RAD 事業部 技術支援課 顧客サポート

カスタマイズコンポーネント入門 Delphi/400 開発効率
向上
前田 和寛／システム事業部 システム 2 課

Delphi/400 スマートデバイスアプリケーション開発
吉原 泰介／ RAD 事業部 技術支援課 顧客サポート

DataSnap を使用した 3 層アプリケーション構築技法
尾崎 浩司／システム事業部 プロジェクト推進室

JC/400 でポップアップウィンドウの制御＆活用ノウハウ
清水 孝将・伊地知 聖貴／システム事業部 システム 1 課

【創刊5周年記念】

ミガロ.SE 座談会―お客様と共に歩む、お客様への熱い思い

No.6　2013年秋
お客様受賞論文
【部門1】

●最優秀賞

自社用開発フレームワークの構築
駒田 純也様／ユサコ株式会社

●ゴールド賞

Delphi/400 で CTI 開発および関連機能組み込み 
仲井 正人様／株式会社スマイル・ジャパン

●シルバー賞

IBM WebFacing から JC/400 への移行・リニューアル手法 
八木 秀樹様／極東産機株式会社

Delphi/400 と Delphi を利用した IBM i 資源の有効活用
小山 祐二様／澁谷工業株式会社

発注システムを VB から Delphi へ移植しリニューアル
川島 寛様／株式会社タツミヤ

【部門2】

●優秀賞

5250 画面を使用せずに AS/400 スプールファイルをコ
ントロールする
白井 昌哉様／太陽セメント工業株式会社

Delphi/400 を利用した 承認フロー導入による IT 内部統制構築 
塚本 圭一様／ライオン流通サービス株式会社

SE 論文

FastReport を使用した帳票作成入門
尾崎 浩司／ RAD 事業部 営業推進課

Delphi/400 で開発する 64bit アプリケーション
吉原 泰介／ RAD 事業部 技術支援課 顧客サポート

Web コンポーネントのカスタマイズ入門
佐田 雄一／システム事業部 システム 1 課

Indy を利用したメール送信機能開発
辻野 健・前坂 誠二／システム事業部 システム 2 課

Windows テキストファイル操作ノウハウ
小杉 智昭／システム事業部 プロジェクト推進室

JC/400 Web アプリケーションのユーザー管理・メ
ニュー管理活用術
吉原 泰介・國元 裕二／ RAD 事業部 技術支援課 顧客サポート
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No.7　2014年秋
お客様受賞論文
【部門1】

●最優秀賞

Delphi/400 による生産スケジューラの再構築
柿村 実様／東洋佐々木ガラス株式会社

●ゴールド賞

Delphi/400 および Delphi を利用したオンライン個人別
メニューの構築
小山 祐二様／澁谷工業株式会社　

●シルバー賞

IBM i と Delphi/400 のコラボレーション　
新谷 直正様／株式会社アダル

●シルバー賞

荷札発行システムリプレースについて
仲井 学様／西川リビング株式会社

【部門2】

●優秀賞

Delphi/400 バージョンアップのためのクライアント環境
構築 
普入 弘様／株式会社エイエステクノロジー 

●優秀賞

外出先からメールでリアルタイム在庫を問い合せ 
島根 英行様／シルフ 

SE 論文

iOS/Android ネイティブアプリケーション入門
吉原 泰介／ RAD 事業部 技術支援課

ファイル加工プログラミングテクニック
小杉 智昭／システム事業部 プロジェクト推進室

FastReport を使用した帳票作成テクニック
前坂 誠二／システム事業部

大量データ処理テクニック
佐田 雄一／システム事業部

スマートデバイス WEB アプリケーション入門
尾崎 浩司／ RAD 事業部 技術支援課

國元 祐二／ RAD 事業部 技術支援課

No.8　2015年秋
お客様受賞論文
【部門1】
●最優秀賞

iPod Touch の業務利用開発と検証
石井 裕昭様／豊鋼材工業株式会社

●ゴールド賞

ブランク加工図管理システムの構築
小山 祐二様／澁谷工業株式会社　

●シルバー賞

Delphi/400 でスプールファイル管理（WRKSPLF コマ
ンドの活用）
三好 誠様／ユサコ株式会社

●シルバー賞

予算管理システムの構築 
川島 寛様／株式会社タツミヤ

●シルバー賞

送状データ送信システムの Web 化について
仲井 学様／西川リビング株式会社

【部門2】
●優秀賞

繰り返し DB 参照時の ClientDataSet の First 機能に
ついて
牛嶋 信之様／株式会社佐賀鉄工所

●優秀賞

IBM i のカレンダーを基準に他のシステムを稼働 
福島 利昭様／株式会社ランドコンピュータ

SE 論文

フレームを利用した開発手法
前坂 誠二／システム事業部 システム 2 課

Windows タブレット用にカスタムソフトウェアキーボー
ドを実装
福井 和彦／システム事業部 プロジェクト推進室

マルチスレッドを使用したレスポンスタイム向上
尾崎 浩司／ RAD 事業部 営業・営業推進課

Android アプリケーションの NFC 機能活用
吉原 泰介／ RAD 事業部 技術支援課 顧客サポート

スマートデバイス開発で役立つ画面拡張テクニック
國元 祐二／ RAD 事業部 技術支援課 顧客サポート
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No.9　2016年秋
お客様受賞論文
【部門1】

●最優秀賞

IBM i の見える化で実現するアジャイル開発　 
吉岡 延泰様／日本調理機株式会社社

●ゴールド賞

Windows Like 5250 への道のり
小山 祐二様／澁谷工業株式会社

●シルバー賞

Delphi プログラム管理ソフトの開発　　
牛嶋 信之様／株式会社佐賀鉄工所

【部門2】

●優秀賞

Delphi/400 を利用した定型業務の PDF 化
佐藤 岳様／ライオン流通サービス株式会社

●優秀賞

ちょい足しモバイル
仲井 正人様／株式会社スマイル・ジャパン

●優秀賞

AS/400 の受注データを Web で社員に公開
福島 利昭様／株式会社ランドコンピュータ

SE 論文

iOS モバイルアプリ開発のデザイニングテクニック
前坂 誠二／システム事業部 システム 2 課

新データベースエンジン FireDAC を使ってみよう！
福井 和彦／システム事業部 プロジェクト推進室

Delphi/400 最新プログラム文法の活用法
尾崎 浩司／ RAD 事業部 営業・営業推進課

FastReport を活用した電子帳票作成テクニック
宮坂 優大／システム事業部 システム 1 課

Beacon 技術による IoT 活用の第一歩
吉原 泰介／ RAD 事業部 技術支援課 顧客サポート

Web & ハイブリッドアプリ開発で役立つ IBM i & ブラウ
ザデバッグテクニック
國元 祐二／ RAD 事業部 技術支援課 顧客サポート



115

MEMO



116

MEMO



117

MEMO



118

MEMO



119

MEMO



120

MEMO



MIGARO.
TECHNICAL
REPORT
Migaro.Technical Report
No.10  2017 年秋　［創刊 10 周年記念号］
ミガロ.テクニカルレポート

2017 年 12 月１日 初版発行

◆発行
株式会社ミガロ.
〒 556-0017
大阪府大阪市浪速区湊町 2-1-57 難波サンケイビル 13F 
TEL：06（6631）8601　FAX：06（6631）8603
http://www.migaro.co.jp/

◆発行人
上甲 將隆

◆編集協力
アイマガジン株式会社

◆デザインフォーマット
近江デザイン事務所

©Migaro.Technical Report2017
本誌コンテンツの無断転載を禁じます
本誌に記載されている会社名、製品名、サービスなどは一般に各社の商標または
登録商標です。本誌では、TM、® マークは明記していません。

migaro_H3_初.indd   1 17/10/20   10:12



MIGARO.
TECHNICAL
REPORT
ミガロ.テクニカルレポート

http://www.migaro.co.jp/

本社
〒556-0017
大阪市浪速区湊町2-1-57 
難波サンケイビル 13F
TEL：06（6631）8601 
FAX：06（6631）8603
東京事業所　
〒106-0041
東京都港区麻布台1-4-3 
エグゼクティブタワー麻布台 11F　　 
TEL：03（5573）8601 
FAX：03（5573）8602

.

MIGARO.
TECHNICAL
REPORT
ミガロ.テクニカルレポート

No.10
2017年秋

［創刊10周年記念号］

株式会社ミガロ.

K2C DIC619 背幅 6.4mm


	migaro_表1
	migaro_H2_五
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